デジタルヴウンドプ□ジェクター 


YSP-1 000 

取扱説明書 


ヤマノ、デジタルサウンドプ□ジェクター丫 SP -] 日日日をお買し)上 
げいたださまして、まことにありびとラございます。 

♦本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、を年支障な 
くお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保 
証書をよくお読みください。お読别こなったあとは、保罰書 
と共に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。 

•保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を必ず確かめ、 
販売店からお受け取りください。 


保詔書別添付 



ま全上のご注意 

猶前こ、必ずこの r ま全上の™よく踰みくださし、。 


ここにおしたま意事項は、製品をま全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々へのを害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでち見!5れる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 



「ごミち意ください」といラま意喚起を示します。 


「〜しないでください」という「禁止」を示します。 

〇を 

r 必ず実行してください」という強制を示します。 


■ r 警告 J と r ま意 J にごいて 


攻下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危書や損書の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と r を意」に区分して掲載しています。 


„ この表 TJT の欄は、「死亡する 

可旨目崎たは S 傷を負う可能 
—= J 性び想定される」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、「傷害を負 
ラ可能性または物的損善が発 
生する可能性び想定される」 
内容です。 


A 警告 


電源/電源‘コード 


電お 


〇 

化ず実巧 


電源プラグは、見える位置で、手び届く範囲のコ 
ンセントに接続ずる。 


万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 


0 


電池を充電しない。 

電池の破裂や液われによ0火がやけびの原因にな0 
ます。 


プラグを巧< 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグ 
をコンセントか5抜く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 ♦ 煙が出る。 

• 内部に水や異物が混入した。 


そのまま使巧すると、火災や感電の原因になります。 



電源コードを傷つけない。 

♦ 重いらのを上に載せない。 

♦ ステープルで止めない。 ♦ 加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。参無理な力を加えない。 


お線びむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因に 
なじます。 


Q 


電池か5ちれ出た液には直接触れない。 

液び目や□に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ 
に水で洗い琉し、医師に相談してください。 


分解禁止 


巧招禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けな 
い。 

火災や感電の原因になります。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


〇 

化ず実巧 


必ず AC100V (已 0/60HZ) の電源電圧で使用 
ずる。 

それな外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に 
なじます。 
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設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

♦ お室-台所-お岸- 7 m 
♦ 加湿器を過度にさかだた部屋 
参雨や雪、 7 k がかかるところ 


水の混入により、火災や感電の原因になります。 


S) 


放熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ 布やテーブルク□スをかけない。 

♦ じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 
♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこわり、乂がの原因になります。 


« 電源プラグを電源に接続する前に、接地する。接 
地をがす場合は、必ず電源プラグを電源か5切り 
離ず。 

0ず実行 機器び故障したり、感電したりするおそれびあります。 


使用上のを意 




放熱用の通風孔か5金属や紙片など異物を入れな 
い。 

火災や感電の原因になります。 


〇 

0ず実巧 


本機を落としたり、本機が破損した場台には、必 
ず販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火がや感電の原因になります。 


接轴禁止 


雷が鳴りはじめた5、電源プラグには軸れ 
ない。 

感電の原因になります。 




本機の上には、花瓶-植木鉢•コップ-化粧品- 
義品- n ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接触面び経年蜜化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 


手入れ 


〇 

化ず実巧 


電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり 

除く。 


ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A 注意 


電源‘/電源‘コード 

電ぉ 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグを 
] ンセントか！5抜<。 

讀や感電 CD 駆!になります。 

プラグを巧ぐ 

電池は極性表示(プラス+とマイナスー)に従っ 
MM て、正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけびの原因にな 

0 ず実巧 0 ます。 

めれた手で電源プラグを抜を差ししない。 

感電の原因になります。 

めれ手禁止 

指定似がの電池は使用しない。また、種類の異な 
fX 1 る電池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使用し 
V なぃ。 

禁止 破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ6 

厂\^ ) なぃ。 

コードび傷つき、火がや感電の原因になります。 

禁止 

電池と金属片をいっしょにボケットやバッグなど 
pv J に入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破裂や液をれにより、火がやけびの 
禁止 原因になります。 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差 
MB し込む。 

差し込みび不充分のまま使用ずると感電したり、プラグ 
おず実巧 にほこりび堆積して発熱や乂がの原因になります。 

電池を加熱•分辭したり、火や水の中へ入れ 

1 ない。 

破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

禁止 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがある 

1 コンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 

禁止 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースか5取りが 

破裂や液もれにより、火がやけびの原因になります。 

化ず実巧 
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〇 使い切った電池は、自治体の条例または取りミ夫め 
に従って廃棄する。 

なず実行 

設置 

〇 必ず2人 ULb で開栖ゃ持ち運びをする。 

重いので、けびの原因になります。 

なずま巧 


使用上のま意 

« 電源を入れる前や、再生を始める前には、デジタ 
ルヴウンドプ n ジェクター音量(ポ U ユーム)を最 
小にする。 

おず実行 突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

Q 音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因になります。 


0 不ま定な場所や振動ずる場所には設置しなし、。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


〇 


直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる 
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変あしたり内部回路に悪該響び生じて、 

火がの原因になります。 


Q 

禁止 


ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なじます。 


他の電気製品とはできるだけ離して設置する。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあ0ます。 

化ず実巧 



移動 


を 

プラグを巧< 


移動をずるとをには電源スイッチを切り、ずべて 
の接続をがす。 


接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
コードび傷つき、火災や感電の原因になります。 


A 

を意 


環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発 
生することがあります。 

正南に動作しないときには、電源を入れない状態でしば 
らく放置してください。 


Q 


業務用機器とは接続しない。 


デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と 
業務用では異なります。本機は民生巧のデジタルオディ 
オインターフェースに接続する目的で設計されていま 
す。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器 
との接続は、本機の故障の原因となるばかりでな<、ス 
ピーカーを傷める原因になります。 


手入れ 


〇 

がず実行 


手入れをずるとをには、必ず電源プラグを 
抜く。 

感電の原因になります。 


Q 薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• ち成洗剤等で外装をふかな 
し、。また接点復活剤を使用しない。 

せ止 

か装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 
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音楽を楽しむエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては大変気に 
なるちのです。隣近所への配慮を充分にし 
ましよラ。静かな夜間にはルさな音でちよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ施ところに迷惑をかけてしまいます。適当な音 
量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるの 
も 一つの 方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに 
むを配り快適な生活環境を守りましよラ。 




回但竺立 sa □ゴおよび r シネマ DSPjrciNEMA dsp 」 は、 
ヤス) け朱哉会社の登録商標です。 


nnipoLBYi 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権により製造されてい 
ます。「ドルビー」、 「PR 日 L 日 G に」およびダブル□記号 □□ 
は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


DTS および Neo: 目はデジタルシアターシステムズの登録商 
標でず。 


SRSW 


TruBass 


TruBass、SRS と（参）記号は SRS Lab, Inc. の商標です。 
Tru 目 ass 技術は SRS Labs, Inc. か5のライセンスに基づ 
さ製品化されています。 


巧 

AAC 

AAC □ゴマーク^はドルビーラボラトリーズの商標で 
す。切下はパテントナンバーです。 


〇呂/937.白已〇 
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はじめに 


映画館にいるよラなサラウンド空間を実現するためには、いくつちのスピーカーをそろえ、リス 
ニングルームのあちこちに設置するのび従来のマルチチヤンネルサラウンドシステムの常識と考 
え日れてさました。その常識を巧ち破り、煩雑なスピーカーの設置や配線といったネガティブな 
要素を取りのぞいたのび YAMAHA デジタルサウンドプ□ジェクター 「 YSP -] 000」です。 

YSP -1 0□□は、内蔵した2個のウーファーと4□個のルロ径スピーカーをアレー(格テ)状に配置 
することにより、ス U ムなデヴインと大迫力のサラウンドサウンドを実現しています。 

ルロ径スピーカーのひとつひとつの遅延時間を微妙にコント□ールすることによって、ルロ径ス 
ピーカー全体でチヤンネルごとに指向性の高い音声を作り出します(音声のビーム化)。ビーム化 
された音声の指向性（ビームの角度)は、遅延時間を変えることによって調節しています。 

フ□ントち旧）、フ□ント左 （ L )、 サラウンドち ( SR )、 サラウンド左 ( SL ) のそれぞれのチヤンネ 
ル音声に巧して音声のビーム化を行い、投射されたビームは U スニングルームの壁に反射して U 
スニングポジションに向かいます。そして、ビーム化されたセンターチヤンネル ( C ) の音声を加 
え、已 .1 チヤンネルの U アルサラウンドを創造します。 

これにより、まるで I 」スニングルームの壁の位置にスピーカーを配置したかのよラなサラウンド 
空間を実現します。 

YSP -1 000の機能をフルに活用し、部屋いっぱいに広びる U アルサラウンドの醒酬味をを分に 
お楽しみ < ださい。 


音声ビームイメージ 



仮想フ□ントスピーカー位置 


仮想サラウンドスピーカー位置 









はじめに 


9 本機の特長 


デジタルヴウンドプ□ジェクター 
機能搭載 


音に指向性を持たせる （ ビーム化する）こと 
により、本機1台で已 . Ich サラウンド再生を 
実現します。本機はじ(下のビームモードを 
搭載しています。 

参已ビームモード 
参ステレオ+3ビームモード 
参3ビームモード 
参ステレオモード 
参ターゲットモード 


自動設定機能搭載 


本機の設定を、付属のオプティマイヴーマ 
イク（高性能測定用マイク）を使用して自動 
で行ラことびでさます。部屋あ状を推定し 
てビームの向さや長さ、音質を設定し、お 
使いになるお部屋に合わせて最適な視聴空 
間をつ< り出します。 


最新の音響技術に対応 




シネマ DSP (デジタル‘サウンド- 
フィールド•プ□セッヴー)搭載 

世界の著名なコンサートホールや劇場など 
で実際に測定した音場情報をちとに作成さ 
れたシネマ DSP を搭載しています。映画、 
音楽、スポーツの中から、お好みのプ□グ 
ラムを選択でさます。 


操作性の高いメニュー画面 


設定などの操作を、日本語のメニューでサ 
ポート。テレビ画面にメニューを表示させ 
て、やりたいことをたどっていけば簡単に 
設定でさます。 


メーカーコード設定機能付 
リモコン 


メーカーコードを設定すること1しより、付 
属の U モコンでテレビ、 DVD プレーヤー、 
ビデオデッキ、ケーブルテレビ/ BS デジタ 
ルチューナーを操作することびでさます。 


V= 


LU 下の信号方式に対応したデコーダーを搭 
載しています。 

参ドルビーデジタル 

DVD び採用している標準音声フォー 
マットです。 

• DTS (デジタル.シアター-システムズ） 
DVD びオプシヨンで採用している音声 
フォーマットです。 

• AAC (アドバンスト-才ーデイオ-コーデイング） 
BS デジタル放送や地上デジタ j レ放送び 
探用している音声フォーマットです。通 
常の2チヤンネルステレオ音声に加え、 

已 .1 チヤンネルのサラウンド音声や多言 
語の放送を可能にしています。 

参ドルビープ□□ジック 

2チヤンネル音声で記録されたソースを 
サラウンド再生します。 

参ドルビープ□□ジック II 

2チヤンネル音声で記録されたソースをサラ 
ウンド再生します。映画用、音楽用、ゲーム 
用のサラウンドモードび用意されています。 

• DTS Neo :己（ネオ-シックス） 

2チヤンネル音声で記録されたソースか 
ら最大6チヤンネルを抽出し、サラウンド 
再生します。本機では、已チヤンネルの再 
生モードを使用します。映画用、音楽用の 
サラウンドモードび用意されています。 
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はじめに 


〇 IJ ス ニングルー ムの祭件 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現するという特性上、じ(下のような環境では十分 
なサラウンド効果び得られなかったり、まったく得日れない場合びあります。 

-ビーム経路上に壁びない部屋 

-壁の材質び吸音素材ででさている部屋 

•部屋の大きさび幅 3 m 〜 7 m 、 奥行き 3 m 〜 7 m 、 高さ 2 m 〜3.已 m にあてはまらない部屋 
-本機か日視聴位置までの距離び 2 m 未満の場合 
-ビーム経路上に出っ張った家具などの障害物びある部屋 
-壁に近いところに視聴位置びある場合 
-視聴位置び本機の正面にない場合 

〇 本書の識にコぃで 

-本書は YSP -10 □□の設置-接続および操作方法について説明しています。他の外部機器の操 
作方法については、各機器に付属している取扱説明書をご参照ください。 

•本書では、本体と U モコンのどちらでち操作できる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載し 
ています。 

- fgall では操作-設定を行ラ際に留意すべさ事項、：おヒントでは知っておくと便利な補足 
情報を記載しています。 

-本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び 
一部異なる場合びあります。また、仕様は予告なく変更されることびあります。ご了承くださ 
し、。 
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はじめに 


み 付属品を確認する 

同捆されている付属品びすべてそろっていることをご確認ください。 


U モコン （1 個） 


轉。©の 

尊琴-… 

口 6 ロロ 

芭茵だ） 
LU uj Cl) 

の LfJ 广°~1 



単3乾電池に本） 




固定 テープ (4 個） 



ケーブル押さえ （1 個） 



オプティマイザーマイク 
(1 本/ 6 m ) 



簡易マイクスタンド 
に巧1セット） 



ビデオ用ピンケープル 
(1本/1加） 



ステレオピンケープル 
(1本/1加） 



(白/赤） 


光フアイバーケーブル 
(1本/1.已111) 



デジタル音声ピンケープル 
( l 本/ l .已 m ) 



(樹 


電源コード 
(1 本/ 2 m ) 
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準備ずる 
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基本操作 


応用操作 


付録 






































サラウンドサウンドを楽しむまでの流れ 


ぶ-ヒント 

この取扱説明書に加え、別冊の簡易接続-操作ガイドをご利用ください。 


1 本機をリスニングルームに設置します。 

-ジ） 


2 本機をテレビやその他の外部機器と接続します。 

r 接続する」 （22 ページ） 


1^^設置する_ 


置する」 （18 ぺ 



^3 リモコンや設定•操作の準備をします。 

\ 

,「リモコンの準備〜」 （3 ] ぺージ〜） 

V - 

- J 


4 自動設定で、本機を使うための設定をします。 

r 本機を自動設定する」 （36 ページ） 


5 音芦を再生したり、ビームモードやシネマ DSP の設定を変更し、 
サラウンドサウンドを楽しみます。 

「入力音声を再生する〜」 (4 已ページ〜） 

もっと本機でいろいろなことがしたい！という方は 


6 詳細設定やリモコンコード設定などを行います。 

r 各メニューを個別に設定する〜」 （64 ぺージ〜） 
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各部の名穂とはた 5 き 

。 前面(フ□ント J け、ル)眉面 



OOPTIIVMZER M に端子 

付属のオプティマイヴーマイクを接続します 
(3 己ぺージ)。 

〇 フ□ントパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します。 

〇 リモコン受光窓 

U モコンのホ外線信号を受信します。 


〇 INPUT キー 

再生する機器を選択します。 

@ VOLUME +/-*- 

音量を調節します (47 ページ)。 

〇 stXSSby/on キー 

電源モード(スタンバイ/オン）を切り替えます 
(33 ぺージ)。 







































各部の名称とはた 5 を 


d フ D ン M <ネルデイスブレイ 


〇 〇 e 00 





|nIGHT||sLEEP| [dts AAC PCM □□ DIGITAL □□PLII | | DUAL | 

VOL 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■iiifl ■■■■■ m 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

"■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ iiifli ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ "■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ け 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 

■ iifli ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■iiifl ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ mo 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ JO 

■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ llflll ■■■■■ ■■■■■ ロロ 

ミ 1 





な 


OMGHT インジケーター 

ナイト U スニン グ モード またはテレビ音量 一 
定 モー ドで再生しているとさに点打します 
(已7ページ)。 

〇 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイ マー設定時に点灯します(已9 
ページ)。 

〇 デコーダーインジケーター 

本機に内蔵のデコーダーび作動しているとさ 
にそれぞれのインジケーターび点灯します 
(已]ページ)。 


ODUAL インジケーター 

BS / CS / 地上デジタルの音声多重信号び入力 
されているときに点灯します。 

© VOLUME インジケーター 

現在の音量を表おします (47 ページ)。 

@ マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイ 

設定値などの情報を表示します。 

か ヒント 

「フ□ントパネルディスプレイの明るさを設をする 
(本体表示設定)」 （78 ページ)で、フロントパネル 
ディスプレイの明るさを調節することびできます。 
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を部の名称とはた 6 き 


Q 臂面（リアパネル) 



〇 RS-232C/REMOTE IN 端子 

工場でのサービスに使用します （30 ページ)。 

0 同軸デジタル入力 (AUX) 端子 

外部機器と同軸デジタル接続しますに8ぺージ)。 

〇 光デジタル入力 (DVD) 端子 

□ VD と光デジタル接続します (24 ページ)。 

〇 光デジタル入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーと光デジタ;レ接続します 
に3ページ)。 

0 才ーディオ入力(テレビ/チューナ ー) 端子 

テレビ/チューナーとアナ□グ接続します (23 ページ)。 

〇 才ーディオ入力（ビデオ)端子 

ビデオデッキとアナ □ グ接続しますに已ページ)。 

〇 サブウーファー端子 

サブウーファーと接続しますに9ぺージ） 

〇 ビデオ入力（ビデオ)端子 

ビデオデッキとコンポジット接続しますに巳ページ)。 

〇 ビデオ入力 (DVD/AUX) 端子 

□ VD / 外部機器とコンポジット接続します (24 ページ)。 


⑩ コンポーネントビデオ入力 ( DVD / AUX ) 端子 

DVD / 外部機器とコンポーネント接続します 
に4ぺージ)。 

の ビデオ入力(チューナ ー) 端子 

チューナーとコンポジット接続します （2 己 
ページ)。 

© コンポーネントビデオ入力(チューナ ー) 端子 

チューナーとコンポーネント接続します （2 巨 
ページ)。 

⑩ ビデオ出力端子 

テレビの映像入力端テとコンポジット接続し 
ますに3ぺージ)。 

⑩ コンポーネントビデオ出力端子 

テレビの映像入力端テとコンポーネント接続 
しますに3ページ)。 

⑩ 旧- OUT 端子 

工場でのサービスに使用します （30 ぺージ)。 

⑩ AC IN 端子 

電源コードを接続します (30 ページ)。 
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各部の名称とはた 5 を 


〇 ソモつン 



o' 赤外線送信部 

U モコン操作用の赤外線信号を送信します。 

〇 トランス=ッシヨンインジケーター 

U モコン操作用の赤外線信号を送信している 
ときに点灯します。 

〇 電源他/1)キー 

YSP -1 0□□の電源モード（スタンバイ/オン） 
を切り替えます (33 ページ)。 

〇 入力選択キー 

再生する機器を選択します (4 已ページ)。 

0YSP*- 

U モコンを YSP -1 0□□の操作モードに切り替 
えます (38 ぺージ)。 

トウルーベース 

包 C 9) TruBass キー 

低音を効果的に再生するとさに使用します 
(已8ぺージ)。 

©ビ ームモードキー/数字 （1 〜己)キー 

ビームモードの設定を変更します (48 ページ)。 

数き （1 〜已）を入力します。 

〇 シネマ DSP キ ー/ 数字口 I 8|10/0， 

11/+10)キー 

シネマ DSP の音場プ□グラムを選択します 
(已4ぺージ)。 


数字(ス8,10/0,11/+]0)を入力します。 


© CH レべルキー 

各チヤンネ j しの音量を調節します (83 ページ)。 

⑩力 ーソル▽パ/のキー/ま定キー 
メニューを選択するときなどに使用します。 

メニュー画面上では、 ▲/▼/◄/► び力ーソル 
( a / ▽パ/のキーを表しています。 
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を部の名称とはた 6 き 


の テストキー 

テスト I -ーンを出力します (82 ページ)。 

⑩ 音量 (+/—) キー 

YSP -1 □□□の音量を調節します (47 ページ)。 

⑩ チヤンネル （+/—) キー 

テレビやビデオのチヤンネルを切り替えます 
旧已ぺージ)。 

の 消音キー 

YSP -1 000を消音します (47 ぺージ)。 

⑩ テレビ入力切替キー 

テレビの入力を切り替えます （8 已ページ)。 

⑩ 電源 (AV) キー 

選択した機器の電源モード仅タンバイ/オン) 
を切り替えます旧已ページ)。 

⑩ 電源 (TV) キー 

テレビの電源モード(スタンバイ/オン）を切り 
替えます旧已ページ)。 

⑩ 入力1/2キー 

テレビの入力を選択します (8 已ページ)。 

⑩マク ロキー 

テレビマク□を設定します (87 ページ)。 

⑩ 入カ モー ド キー 

本機に入力される音声信号を選択します (8] 
ページ)。 

@ スリープキー 

ス I 」ープタイマーを設定します（已9ページ)。 

を AAC 音声を重キ ー/ 数字 (6) キー 

AAC 音声を重の設定を切り替えます (5 1ぺージ)。 

数き (6) を入力します。 


运) 音量モードキ ー/ 数字 (9) キー 

音量を抑えてサラウンドを楽しむとさに使用 
します(已7ページ)。 

数字 (9) を入力します。 

© サラウンドキ ー/ 数字 （12) キー 

サラウンドモー ドを選択します（已2ぺージ)。 

数き （12) を入力します。 

© メニュ ーキー 

セットメニューをテレビ画面に表示します 
(38 ぺージ)。 

入力選択キーで DVD を選択している場合、 
DVD メニューを表示します。 

©戻る キー 

メニューで前の画面に戻るとさに使用します 
(38 ぺージ)。 

@ テレビ音量 (+/-) キー 

テレビのボ U ュームを調節します (8 已ページ)。 

©テレビ 消音キ ー/ コードセットキー 

テレビを消音します （8 已ページ)。 

U モコンコードを登録する （84 ページ）とき 
や、テレビマク□機能を使ラ （87 ページ)とき 
に使用します。 

透) DVD、 ビデオデッキ操作キー 

再生、停止など、 DVD やビデオの基本的な操 
作に使用します旧已ぺージ)。 

み-ヒント 

U モコンコードを登録すれば、本機の1」モコンで外 
部機器を操作することびでさます (84 ページ)。 
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設置する 


ここでは本機の設置方法について説明します。下記の「設置上のごミ主意」を参照のラえ、安全な場 
所に正しく設置してください。なお、ビーム経路上に家具などの障害物びあると適切なサラウン 
ド効果び得られない場合びありますので、ビームの経路を考慮した上で設置位置を決定してくだ 
さい。 


本機の設置には、十分な放熱スペースび必要でず。 
も図のように、本機の上部(または下部）に已 cm しソ 
上スペースび開くよラに設置してください。 

本機は1 3k 目の重さびあります。地震などの振動や 
お子様の接軸などで本機び落下しないよラに設置し 
て < ださい。 

ブラウン管式テレビなど、発熱体の上へは直接設置 
しないで < ださい。 

本機は、防磁型設計となっておりますび、万ーテレ 
ビに色ムラなどび生じるときは、テレビと本機の距 
離を離してご使用ください。 


已 cm じし h 



9 本 機を IJ スニングルームに 設置す る 

十分なサラウンド効果を得るために、図のよラに家具などの障書物びビーム経路と重ならない場 
所に設置してください。 

本機を壁と平行に設置する場合には、でさるだけ左ちの壁の中央に設置し、本機び左ちの壁に近 
ゴさすざないよラにしてください。 

本機を部屋のコーナーに設置する場合には、本機と、隣接する壁との角度び4ぴ〜已ぴの間に 
おさまるよラに設置してください。 

ぶ-ヒント 

設置する場所によっては、逞択でさないビームモードちあります。選択でをるビームモード (48 ページ）は 
し:<(下のとおりです。 

[壁と平行に設置する場合]ステレオモード、3ビームモード、巳ビームモード、 ST+3 ビームモード、 

ター ゲッ トモード 

[コーナーに設置する場合]ステレオモード、 ST+3 ビームモード、夕ーゲットモード 
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設置ずる 


家具などの障害物 

〔壁と平行に設置） 


口ーナーに 設置〕 




設置例1 



できるだけ左ちの壁の 
中央に設置ずる 



設置例2 





設置例3 



でさるだけ視聴位置の 
正面に設置ずる 




本機について 



準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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設置ずる 


壁掛け金具を使用して設置する場合 テレビボードを使用して設置する場合 


オプシヨンの壁掛け金具を使用して本機を壁 
に設置します。 

壁掛け金具の壁への取り付けや、壁掛け金具へ 
の本機の取り付けについては、壁掛け金具に付 
属している取扱説明書をご参照ください。 


壁掛け金具 



YSP -1000 


テレビ 


スタンドを使用して設置する場合 

市販のラックに設置したスタンドにテレビを 
取り付け、本機をテレビの下に設置します。 

スタンドの設置やテレビと本機の取り付けに 
ついては、スタンドに付属している取扱説明 
書をご参照ください。 

スタンドは本機を設置するのに十分なスペー 
スを持ったちのをお買い巧めください。 


スタンド 



オプシヨンの TV ボードを使用して本機を設置 
します。 

TV ボードへの本機の取り付けについては 、 TV 
ボードに付属している取扱説明書をご参照く 
ださい。 


テレビ 



TV ボ-ド 




/ 





尸 


/ 


J 



YSP -1000 
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設置ずる 



シー ルを 
はがず 


固定 テープ 


ラックを使用して設置する場合 

市販のラックを使用して、本機をテレビの上 
または下に設置します。 

ラックは本機を設置するのに十分なサイズと 
放熱スペース、本機とテレビを設置するのに 
十分な強度を持ったちのをお買い巧めくださ 
い。 

設置例(テレビの上） 

YSP -1000 


テレビ 



0) 本機を固定ずる 

本機底面のパッドをはびしてから、下図のよ 
ラに付属の固定テープ (4 個)を本機の底面四隅 
とラック等の上面に貼り、固定してくださ 
い。 

上面び傾いたラックの上には設置しないでく 
ださい。本機び落下するとけびの原因になり 
ます。 

固定テープを貼る前に、ラック等の上面をを 
れいに拭いてください。表面び巧れていた 
り、または磊れていたりすると、テープの接 
着力び弱まり、本機び落下する原因になりま 
す。 


底面の ' —、 
バッドを一^^ 


はびず 


設置例(テレビの下） 



YSP -1000 


本機について 



準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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接続ずる 


本機は音声入力用として、光デジタル端テを2系統、同軸デジタル端テを1系統、アナ□グ端モ 
を2系統装備しています。また、映像入力用として、コンポーネント端テを2系統、コンポジッ 
卜端モを3系統、映像出力用として、コンポーネント端テを1系統、コンポジット端テを]系統装 
倫しています。それ日を利用してテレビや DVD プレーヤー、ビデオデッキ、 BS デジタルチュー 
ナーやゲーム機などを接続してください。また、サブウーファーを本機に接続すると、よりダイ 
ナミックな低音を楽しむことびでさます。本機とそれぞれの機器の詳しい接続方法については 
23ページ〜2目ページを参照してください。 


音声接続 


映像接続 


テレビ 



DVD プレーヤー ヴプウーファー ビデオデッキ 


BS デジタル 
チューナーや 
CD プレーヤーなど 
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接続する 


〇 テレビを接続する 


音声接続 

テレビのアナ □ グ音声出力端子と本機のオー 
ディオ入力(テレビ/チューナー)端テを接続し 
ます。テレビに光デジタル接続端子びある場合 
は、アナ□グ接続に加えて、テレビの光デジタ 
ル出力端テと本機の光デジタル入力(テレビ/ 
チューナー)端テを接続してください。デジタ 
ル放送受信時に、デジタル音声信号を本機に入 
力することびでをます。 

光ファイバーケーブルは接続後、付属のケーブ 
ル押さえで受けるようにすると脱落防止になり 
ます (3 □ぺージ)。 


映像接続 

テレビの映像入力端テと本機のビデオ出力端 
モ(黄）を接続します。テレビにコンポーネン 
トビデオ端テびある場合は、コンポジット接 
続に加えて、テレビのコンポーネントビデオ 
入力端テと本機のコンポーネントビデオ出力 
端テを接続してください。コンポーネント接 
続では、より高画質な映像を再生でさます。 
また、本機のコンポジット信号回路とコンポーネ 
ント信号回路は独立しています。そのため、コン 
ポジット入力端子からの信号はコンポジット端子 
へのみ出力され、コンポーネント入力端テからの 
信号はコンポーネント端子へのみ出力されます。 


か-ヒント 

-デジタ j レ放送対応のテレビをご使用の場合、 于ジタ) レ出力の AAC び有効になっていることをごお認くだ 
さい(テレビ側の設定)。詳しくは、ご使用のテレビに付属している取扱説明書をご参照ください。 

-地上デジタル放送は、2003年12月から一部の地域で開始されています。従来の地上アナログ放ちは 
2011年7月に、 BS アナログ放送は2011年までに終了ずることび、国のち針として決定されていまず。 


音声接続に使ラケーブル 

ステレオピンケーカレ(付勵 
(白） 


(航 




(白） 


(航 


光フアイバーケープル(付属） 

cn - )し 


T 


テレビ 


映像接続に使ラケーブル 

ビデオ用ピンケープル(付属） 


コンポーネントビデオケーブル 


(緑 ） =c 



广 


,1 

つ 

し 

( 

1 



> (緑） 



本機について 



準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 


付録 
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接続ずる 


Q ) DVD プ レーヤ ー/ レコーダー を接続ずる 


音声接続 

DVD プレーヤー/レコーダーの光デジタル出力端 
テと本機の光デジタ J レ入力 (DVD) 端子を接続し 
ます。ビデオデッキー体型 DVD プレーヤー/レ 
コーダーと接続する場合は、デジタル接続に加え 
て、 DVD プレーヤー/レコーダーのアナ□グ音声 
出力端子と本機のオーディオ入力（ビデオ)端テを 
接続してください。光ファイバーケーブルは接 
続後、付属のケーブル押さえで受けるよラに 
すると脱落防止になります (30 ぺージ)。 

ぶ-ヒント 


映像接続 

DVD プレーヤー/レコーダーのビデオ出力端子 
と本機のビデオ入力 （DVD/AUX) 端子を接続 
します。 DVD プレーヤー/レコーダーにコン 
ポーネントビデオ端子びある場合は、 DVD プ 
レーヤー/レコーダーのコンポーネントビデオ 
出力端子と本機のコンポーネントビデオ入力 
(DVD/AUX) 端子を接続します。ビデオ入力 
(DVD/AUX) 端テとの接続よりも高画質な映 
像を再生でさます。 


- DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力で、ドルビーデジタル、 DTS (またはビットストリーム) 
びち効になっていることをご確認ください (DVD プレーヤー/レコーダー側の設定)。詳しくは、ご使用の 
□V □プレーヤー/レコーダーに付属している取扱説明書をご参照くださし、。 

.DVD プレーヤ ー/ レ〕ーダーに光デジタル出力端子びない場合は同軸デジタル接続をしてくださいに8ページ)。 


音声接続に使うケーブル 

ステレオピンケーブル 
(白） 


('赤） 




(白） 


('赤） 


光フアイ/ (—ケーブル 

cEl - 


-〇 


映像接続に使ラケーブル 

ビデオ用ピンケーブル 

馈） が 馈) 


コンポーネントビデオケーブル 


( 緑 ）^ IIIIIH 


) 

|HIIIII ( 婦 ) 





1 


f ホ、 cdl ■ 11111 L . 
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接続する 


◎ ビデオデッキを接続ずる 


音声接続 

ビデオデッキのアナ□グ音声出力端子と本機の 
オーディオ入力（ビデオ)端子を接続します。ち 
チヤンネルと左チヤンネルをよく確認して正しく 
接続してください。 


映像接続 

ビデオデッキのビデオ出力端子と本機のビデオ 
入力（ビデオ)端子を接続します。 


音声接続に使ラケーブル 

ステレオピンケーブル 

(白） HI な®®—! N (白） 

(赤）いし^しホ） 


映像接続に使ラケーブル 

ビデオ用ピンケーブル 

JL 


T 


ビデオデッキ 


< 


アナ□グ音青 
出力 

易© 


ビデオ 

出力 

善 



YSP -1000 (背面） 



0 

感国国 

© 

參 

© 

m 

コンボーネント コンボーネント 

1 ® 0 ® 0 

# # © # © 

コンボーネント 

m 0 
m © 

REMOTE IN . 

AUX DVD チュ-ナ - 

同进 -巧- 

-デジタル入力- 

テレヒ巧ユ-ナ-ビデオ 

ーオーディオ入力— 


ビデオ—— DVD / AUX — チユーナー 

-ビデオ入力- 

—ビデオ出力— 


8 
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接続ずる 


Q BS デジタル/衛星放送/ケーブル TV チュ—ナーを接続する 


音声接続 

BS デジタル/衛星放送/ケーブル TV チューナー 
の光デジタル出力端テと本機の光デジタル入 
力（テレビ/チューナー)端テを接続します。デ 
ジタル接続に加えて、デジタルテレビ/衛星放 
送チューナーやケーブルテレビのアナ□グ音 
声出力端テと本機のオーディオ入力（テレビ/ 
チューナー)端テを接続してください。 


映像接続 

BS デジタル/衛星放送/ケースレ TV チュー 
ナーのビデオ出力端テと本機のビデオ入力 
(チューナー)端子を接続します。チューナーに 
コンポーネントビデオ端テびある場合は、 
チューナーのコンポーネントビデオ出力端子と 
本機のコンポーネントビデオ入力（チューナー） 
端子を接続します。ビデオ出力(チューナー)端 
子との接続よりち高画質な映像を再生でさま 
す。 


音声接続に使うケーブル 

ステレオピンケーブル(付属） 

(白）(白) 


成） 


光ファイバーケーブル 

cn - 1 卜 


('赤） 


映像接続に使ラケーブル 

ビデオ用ピンケーブル 

JL 


{{ 

コンポーネントビデオケーブル 


(緑） 吨 


nih 


吨 


> (緑） 


>清） 
(ホ） 


BS デジタル/衛星放送/ 
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地上アナ□グ放送非対応のチューナーをご使用の場合 


接続する 


音声接続 

地上アナ□グ放送を受信しないチューナーび 
接続されている場合は、デジタル接続に加え 
て、本機のオーディオ入力(テレビ/チュー 
ナー)端テとテレビのアナ□グ音声出力端テを 
接続してください。 

ご利用の際に地上アナ□グ放送の音声を出力 
したいとさは、チューナーの電源をオフにし 
てください。 


映像接続 

地上デジタルチューナーのビデオ出力端子と本 
機のビデオ入力(チューナー)端子を接続しま 
す。チューナーにコンポーネントビデオ i 品テび 
ある場合は、チューナーのコンポーネントビデ 
才出力端子と本機のコンポーネントビデオ入力 
(チューナー)端テを接続します。ビデオ出力 
(チューナー)端子との接続よりち高画質な映像 
を再生でさます。 


音声接続に使うケーブル 

ステレオピンケーカレ(付勵 
(白） 


(航 




(白） 


(赤） 


光フアイパーケーブル 

¢1 - 


■in& 


映像接続に使ラケーブル 

ビデオ用ピンケーブル 

1 ) 


II 

コンポーネントビデオケープル 


(緑）吨 





Hi 


> (緑） 
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接続ずる 


〇 その他の機器を接続する 

その他の機器の同軸デジタル出力端テと本機の同軸デジタル入力 (AUX) 端テを接続します。 

同軸デジタル接続に対応した機器を接続したいとさや、 DVD プレーヤー/レコーダーを同軸デジ 
タル接続するとさにご利用ください。 

DVD プレーヤー/レコーダーを接続した場合は、詳細設定の r 入力端テの割り当てを変更する(入 
力端子設定)」 （7 已ページ)で入力端テの設定を変更すると便利です。 
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接続する 


9 ヴブウーファーを接続ずる 


サブウーファーのモノラル入力端テと本機のサブウーファー端テを接続します。 

低音成分は本機からち出力されます。サブウーファーを接続した場合、サブウーファーの電源を 
オンにした状態で自動設定を行ラ （36 ページ)か、詳細設定の「1 r ノ（ス出力」を設定する」 （73 
ページ)で r サブウーファー」を選択してください。 


接続に使うケーブル 


サブウーファー用ピンケープル 
)1 


サブウーファ- 


く 


モノラル 

入力 


YSP- 1000(背面） 


岡 



© © 

m m 


ビデオ 

才ーディオ入力—^サブ？一で 一• 


J バ 个バ I - イ、/|> 

# 0 # 0 

# # © # © 

ビデオ—— DVD/AUX — チューナー 

ビデオ入力- 


J バ"广ホバ1' 

m 0 

感® 
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接続ずる 


み光フ アイ八ーケーブルを画定する 

光ファイバーケーブルを使って接続した場合、ケーブルの脱落を防ぐため、付属のケーブル押さ 
えで固定します。ケーブル巧さえの口び開いている方を上にして、本体皆面の適当な位置に取り 
付け、ケーブルを固定してください。 


光フ アイ }(ー ケーブル 




本機へ 
は0ごける 


> 電源コードを接続する 

すべての接続び終了した5、電源コードを本体の AC IN 端テにしっかりと差し込み、家庭用 
AC 100 V の AC コンセントに電源プラグを接続します。 

アース接続は、必ず主電源プラグを主電源につなぐ前に行ってください。また、アース接続を外す場合 
は、必ずを電源プラグから切り離してから行ってください。 


AC コンセントへ 


アース線 



d RS -232 C/REMOTE IN / 旧- OUT 端子について 


RS -232 C 端テ 、 REMOTE IN 端モおよび旧- OUT 端テは工場でのサービスに使用します。通 
常、外部機器との接続に用いることはありません。 


RS -232 C REMOTE IN 

u 而ナ U 而子 




1 

に 

- RS-2 

司 

32C — 

( 

•側 

) 

讯" 

参因因 

AUX DVD み仇ーナー 

喊 - 化 - 

-デジタルスカ- 

% 

m 

fui? コ 

-才 一; 
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リモコンの準備 

9 リモコンに電池を入れる 


1 バッテリーカバーの么マークを巧し 
なび5、カバーを U モコンか5巧り 
がす 

2 巧属のを3を電池 (2 本)を、電池 
ケースに择乂する 

電池の向き （十/ — 極性)を正しく挿入して 
<ださい。 


3 パツテゾーカパーぞソモコンに装着 
ずる 


か-ヒント 

U モコンの保護シートは、はびしてご利用ください。 

- 

-新しい電ミ也とちい電池を混ぜて使用しないでください。 

-種類の異なる電池(アルカ U とマンガンなど）を混ぜて使用しないでください。同じあがでも性質の異 
なる場合びありますのでごを意ください。 

-使い切った電ミ也はただちに U モコンから取り出してください。 U モコンに挿入したままにしておく 
と、破裂や液漏れの原因となります。 

-使い切った電池は i 也巧の条例または取りミ夫めに従って廃棄してくださし、。 

-電池び液漏れしている場合は、ただちに電池を U モコンから取り出し、廃棄してください。その際、 
肌やを服び漏れているバッテ U —液にふれることのないよラ十分ごを意ください。 

U モコンにバッテ U - 液び付着してし)る場合はきれいに拭き取ってから新しし價ミ也を挿入してくださし、。 
-1」モコンから電池を取り出したら2分じ(内に新しい電池を挿入してください。これじ(上の時間び経過 
ずると、1」モコンの設定内容び消去されます。また、電池び切れてから2分に満たない場合でち、電 
池の交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごを意ください。 



本機について 


設置.接続ずる 



設定ずる 
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リモコンの準備 


9 if モコンの操作節囲 

U モコンで本機を操作する際は、 U モコンのホ外線送信部を本体の U モコン受光窓 （ 13ページ） 
に向けます。 U モコン操作び可能な範囲は、本体か日巨 mLU 内で正面から左ちに3ぴ L ソ内です。 



-リモコンに水や飲み物などをこぼさないよラごま意ください。 

- U モコンを落としたり、 U モコンに強い衝撃を与えたりしないよラごま意ください。 

-リモコンを1;(下のよラな場所に放置しないでください。 

一気温-湿度び高い場所（ヒーターの近くや風呂場など） 

一極端に気温び低い場所 
-ほこりっぽい場所 

-リモコン受光窓には直射日光や堂光ななどの強い光び当た日ないよラにしてください。 

-リモコンの電池び消耗すると、リモコンで本機を操作でをる距離び極端に短くなります。このよラな 
場合、早めに新しい電池と交換してください。 
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設定•操作の準備をずる 

9 電源をオン/スタン! \:イにする 



優）。©© 

DVD ビデオ ? 

□ □ 

AUX W な看 

Ir -^ fr - it fr - i 


本化の STANDBY / ON キーまたは 
U モコンの電源キーを巧ず 

巧すたびに電源のオン/スタンバイび切り 
替わります。 


STANDBY/ON 



本体 


リモコン 


。 U モコンの碁本的な使い方 


本機のリモコンは、入力選択キ ー( DVD / ビデオ/チューナ ー/ テレビ/ AUX ) または YSP キーを巧 
すことによって機能び切り替わります。 〇〜©の キーは、 YSP キーを巧して U モコンを YSP 
モードに切り替えることによって有効になります。 

か-ヒント 

U モコンコードを登録した場合に操作可能になるキーについては r 本機の U モコンでが部機器を操作する」 
(84 ページ)をご参照ください。 U モコンコードび登録されている場合には、モードを切り替えることに 
よって、 〇〜©の キーでそれぞれの機器を操作することびでさます。 



〇 ビームモードキー 

0 音場プ□グラムキー 

©力 ーソル ( a / ▽パル)キー/巧定キー 

〇 AAC 音声を重キー 

©音量 モードキー 

©サラウンド キー 

0メニユーキー 

©戻る キー 


本機について 
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設定•操作の準備をずる 


〇 テレビ画面にメニュ—を表示ずる 


本機のビデオ出力端テとテレビの映像入力端テを接続することにより （23 ページ)、テレビ画面 
で本機のメニューを見ることびできます。 

メニューでは、音量や入力選択されている機器名など、さまざまな情報を見たり、メニューをテ 
レビ画面上で操作して本機の設定を行ったりでさます (38 ページ)。 

メニューび表示されるキーの機能については、表に記載の参照ページをご覧ください。 

ぶ-ヒント 

-コンポーネント接続(本機のコンポーネントビデオ出力端子とテレビの映像入力端子との接続)のみでは、 
メニューは表示されません。メニューを表示させるには、コンポジット接続(本機のビデオ出力端子とテ 
レビとの接続)を行ってくださいに3ぺージ)。 

-詳細設定の「メニューの表示を設定する（テレビ画面設定)」 （78 ページ)で、メニュー表示に関する設定を 
変更ずることびでさます。 


1 テレビの電源を入れる 

2 テレビの峽像入力切替を操作して本 
機の映像に切り替える 

たとえば、本機のビデオ出力端テとテレビ 
の映像入力1端テを接続した場合は、テレ 
ビの映像入力を「1」に切り替えます。 

3 ち上の表で示した U モコンキーを巧 
す 

テレビ画面にち下のよラなメニューび表示 
されます。 



メニユーび 表示され るキー 

参照ページ 

〇 入力選択キー 

45 

© (♦) TruBass キー 

58 

e ビームモードキー 

48 

〇 シネマ DSP キー 

54 

0 仁 H レベルキー 

83 

© 音量十/ーキー 

47 

〇 消音キー 

47 

包 入カモードキー 

81 

包 ス u _ プキー 

59 

⑩ AAC 音声多重キー 

51 

の 音量モードキー 

57 

0 サラウンドキー 

52 

⑩ メニューキー 

38 


メニ ユー 表示例 (〇 入力選択キーの 
テレビキーを f 甲した場合） 


テレビ 

自画：アナ□ブ 


34 































































設定の流れ 


より高精度なサラウンド 
サウンドを追ホしたい方は 


詳細設定を行います。 

「各メニユーを個別に設定する」 （64 ぺージ） 

か-ヒント 

' 反射ビームの音びはつきり聞こえないチヤンネルがある場合は 

r 設置視聴環境を設定する」 （67 ページ)および 

r ビームの角度や長さを設定ずる（ビーム調整)」 （68 ぺージ)を行います。 

' ビーム経路上にカーテンなど吸音性の高いちのびある場合は 

「4 r 高音レベル」を設定ずる」 （70 ぺージ)を行います。 


エラーび 表示された5 


エラーメッセージを確認して問題を解決します。 




-メッセージについて」 （4 1ページ） 


エラーび 解ミ夫でさない 
方は 


手動設定を行います。 

「本機を手動設定する」 （6 □ページ） 



音芦を再生したり、ビームモードやシネマ DSP の設定を変更します。 

「入力音声を再生する〜」 （4 已ページ〜） 


本機を U スニングルームの環境に合ラよラに設定します。 


自動設定を行います。 

体機を自動設定する」 （36 ぺージ) 


応用操作 


付録 




設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


本機について 








































本機を自動設定する 


U スニングルームのあ状と大ささ、本機び設置されている場所などは、ご家庭によってさまざま 
です。本機を最適な視聴空間でご利用いただくためには、最初に各チャンネルの設定を調節する 
必要びあります。 

本機には、各チャンネルの設定を自動的に調節する機能として、「ビーム調整」および「音質調整」 
び搭載されています。「ビーム調整」とは、 U スニングルームのあ状や大ささなどに応じて、各 
チャンネルのビーム角度を最適な設定値に調節する機能です。「音質調整」とは、 U スニングルー 
ムの音響特性などを測定し、各チャンネルの音色を最適な設定値に調節する機能です。 

本機では、付属のマイク（オプティマイヴーマイク）を使用して、この2種類の設定を自動的に調 
節することびできます。 

ぶ-ヒント 

-自動設定されたデータはメモ U - に保存することびでさます (42 ページ)。 U スニングルームの状況に合 
わせてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 

- 

-お部屋の環境び U ス ニン グルームの条件 （1 0ページ)を満たしていない場合は、測定び正しく行われない 
ことびあります。その場合は「手動設定」 （60 ぺージ)または「詳細設定」 （64 ぺージ)を行ってください。 

-オプティマイヴーマイクを接続する際は延長ケーブルを使用しないでください。測定び正しく行われ 
ないことびあ0ます。 

-自動設定機能を使用していないときは、オプティマイヴーマイクを 0 PTIM に ER M に端子からがして 
な管してください。 

-オプティマイヴーマイクは熱に弱いため、直射日光び当たる場所や A V 機器の上など高温になる場所に 
は置かないで < ださい。 


® オプティマイザーマイクを設置する 

本体側面の OPTIMIZER M に端テに、付属のオプティマイヴーマイクを接続します。 


本機の電源モードをオフ(ス タンパ 
イリにする 


STANDBY/ON 


または 


本体 


電源 



リモコン 


オブテイ7イザーマイクを本が側面 
の OPTIMIZER M に端子に接攝す 
る 

本体側面 


違 


オプティマイザーマイク 
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本機を自動設定する 


オブテイマイザーマイクを実擦に巧 
聴する位置に水平に設置する 

マイクは本機か日 2 mL ソ上離し、本機の中 
む線上(本機正面）に設置してください。ま 
た、本機から上下 Im じ(内の位置に設置し 
てください。 


簡易マイクスタンドの組立て方法 



付属の簡易マイクスタンドや=脚などの台 
を使用して、なるべく視聴時の耳の高さと 
なる位置に設置して< ださい。 

ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の間 
に障害物びある場合には、障害物を移動し 
たり、マイクをより高い場所に設置してく 
ださい。壁に接している家具は壁と見なし 
ますので、障害物ではありません。 


マイクの位置 


0 


簡易マイク 
スタンド 


ソファ- 



差し込む 




み-ヒント 

-オプティマイヴーマイクを本機から 2 mL ソ内に設置 
した場合、マイクを本機の中む線上に設置してい 
ない場合、マイクと本機の中む線上との高さの差 
異び1 m しソ上の場合は、測定エラーになることびあ 
ります。この場合はマイクを正しい場所に設置し 
なおしてか5、再度測定してください。 

-オプティマイヴーマイクの位置周辺で視聴でさない 
環境下では、サラウンド効果び薄れることびありま 
す。このよラな場合、詳細設定でお好みのビームち 
度に設定することびできまず(日8ページ)。 

-サブウーファーを接続している場合は、電源を入 
れて、音量を半分よりやや大きめからややルさめ 
の間（図の位置）に設定してください。クロスオー 
バー/八イカット周波数の調節機能びある場合 
は、クロスオーバー/八イカット周波数を最大に 
設定してください。 




ヴプウーファ- 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる 


な 測定する 

-- 

-測定中は大きなテスト I -ーンび出力されます。小さなお子様びお部屋にいる場合やお部屋に入ってくる巧 
能性びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。聴覚障害などの原因となる場合びありまず。 

-測定中はなるべく他の音を出さないよラにしてください。大さな声や音を出したりすると、最適な設 
定び行われない場合びあります。 

-エアコンなど騒音を発生する機器びある場合は、電源を切ってください。 

-測定中はお部屋の外に出ることをおすすめします。お部屋の中に残る場合は本体の真横、またはをち 
へ移動してください。 



□VD ビデオチュ ーナー テレビ 

□ □马〇 

AUX 入力1 入力2 マクロ 

□ □ □ □ 


YSP 入カモードスリープ 

a □ □ □ 


5ピーム ST+3 ビーム 3ビーム 




か-ヒント 

I 設定の途中で前の画面に戻って選択し直したいと 
さは、戻るキーを押してください。 

メニューを操作中に入力逞択キーを押してしま 
し、、カーソルキーの操作びでをな<なった場合 
は、 YSP キーを1回押してください。 


1 電源(也/\)キーを巧して本機の電源 
をオンにする 

サブウーファーを接続している場合は、サ 
ブウーファーの電源かオンになっているこ 
とを確認してください。 


電源 



2 YSP キーを 巧す 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



3 メニューキーを巧ず 

テレビ画面にメニューび表示されます。メ 
ニューの下部の表示は操作方法を表してい 
ます。 

メニユ - 



[▲]/[▼] :挪 
议赶：ま是 


4 ^ /マキーを巧して r 自動設定 J 
を選巧し、ミ夫定キーを巧す 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 


•謝を 

-トム驅+謂體 
ビーム詞备 
言麵 


[▲]/[▼] :虽巧 
ほ固：ミ規 
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本機を自動設定する 


A /▽キーを巧して、 r ビーム調 
整+音質調養 J、r ビーム m 壁 L 情質 
調整 J のいずれかを選がする 

「ビーム 調整+音質調整 J 

購入後、初めて設定を行ラ場合に選択しま 
す。測定開始か日完了まで約3分です。 

「ビーム 調壁」 

ご利用の環境に合わせてビーム角度を設定 
する場合に選択します。測定開始から完了 
まで約1分です。 

情質調壁 J 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイ S 
ングを設定する場合に選択します。測定開 
始から完了まで約2分です。 

「音質調整」はビーム角度を設定したあとで実 
行してください。ビーム角度び正しく設定さ 
れていない場合は、正常に測定でさません。 
カーテンの開開後、またはビームち度を「詳細 
設定」で調節したあとなどにご使用ください。 


テレビ画面に表示された頃目につい 
こ お部屋の環境に合わせて設定す 
る。 

a / ▽キーを巧して項目を選択し、く/^ 
キーで登録したい内容を選びます。 






壁にカーテンやブラインドなどびかかっているお 
部屋では、ビーム設定び正確に行われないことび 
あります。「ビーム調整+音質調整」または「ビー 
ム調整」を選択した場合、カーテンやブラインド 
などは開けてから測定してください。 


選がが終わつた5、巧定キーを巧す 

「ビーム調整+音質調整」を選択した場合、 
LU 下の画面び表示されます。 

「ビーム調整」を選択した場合は「設置位置」に 
ついての項目のみ表示されます。「音質調整」 
を選択した場合は「壁かけ設置」および「部屋 
の響さ」についての項目び表示されます。 



測潮！ 

-設匿面！ . [堂]/ n -ナー 

星抑情！ .W は 1/ I か 1 

mmi . 隔担/大 

■7 イクを' 綱正面で 
本体か Slfi 2 mg | L て I く， 

[W / W :卵剛 M / [►] : HR 
t 猫： 


設置位置.... 

本機を壁に巧して 
平行に設置してい 
る場合は r 壁」を選 
択します。 


壁/コーナ ー 



本機を壁に巧して 
斜めに設置してい 
る場合は r コー 
ナー」を選択しま 
す。 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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本機を自動設定ずる 


壁かけ設置- 

本機をラック 
などに置いて 
ご利用の場合 
は r いい无」を 
選択します。 


本機を壁に掛け 
てご利用の場合 
は「はい」を選択 
しま9 〇 


部屋の響き . 標準/大 

一般的なお部屋の場合は「標準」を還択しま 
す。 

壁びコンク I 」ートででさているなど、音の 
響さび大さなお部屋の場合は r 大」を選択し 
ふ弓 0 


測定中の項目に従って、画面び自動的に切 
り替わります。画面にエラーメッセージび 
表示された場合は r エラーメッセージにつ 
いて」 (4 1ぺージ)を参照して問題を解決し 
てください。その後、戻るキーを巧してメ 
ニューの初期画面に戻り、手順4か日再度 
測定して < ださい。 

測定び完了すると、 LU 下のよラな画面び表 
示されます。手順已で「ビーム調整」を選択 
した場合、サブウーファーの測定結まは表 
示されません。 


結果就 

ビ-ムト F : Sf-i 
ヴブつ-ファ-:無 

巧固：滕する 
おる]:腺 Uf し、 


いいえ/はい 




8 選巧び終わり、マイクの位置を確認 
した SJ 夫定キーを巧す 

じ(下のよラな画面び表示されます。手順已 
で「ビーム調整」を選択した場合、サブウー 
ファーの測定結まは表示されません。ま 
た、測定中はお部屋の外に出ることをおす 
すめします。お部屋の中に残る場合は、本 
体の真横か日後方の位置へ移動してくださ 
し、。測定開始から完了まで、最長で3分程 
度かかります。 



關開 

觸チ I ック. ..■ [ 0 K ] 

サプウ-フ7——[無] 

10巧をに鹏しまず 
本巧の面ち-をち順してください 


ぶ-ヒント 

I 測定中に自動設定を中止したい場合は、戻るキー 
を押して < ださい。 

’サブウーファーから音が出力されているにちかか 
わらず「ヴブウーファー -■ •[無]」と表示され 
る場合は、サブウーファーの音量を上げてから、 
設定をやり直して<ださい。 


9 設定を有効にする場ちはミ夫定キーを、 
無効にする場合は戻るキーを巧す 

ま定キーを巧して、設定を有効にするとしソ 
下の画面び表示されます。 



辭閒了しました 


戻るキーを巧して、設定を無効にすると初 
期画面に戻ります。 

10 メニユー丰一を巧す 

テレビ画面からメニューび消えます。 



かヒント 

設定結果をメモリーに保存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモリー 
機能を使用する」 （42 ページ)をご参照ください。 
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本機を自動設定する 


エラーメッセージについて 

テレビ画面にエラーメッセージび表示された場合は、原因を確認し問題を解決してください。そ 
の後、戻るキーを巧してメニューの初期画面に戻り、手順4から再度測定してください (38 ペー 
ジ)。エラーび解みできない場合は、手動設定を行ってください (60 ぺージ)。 


:擇境ノイズが大をすぎます 


原因 

騒音び大さすぎて、正確な測定びでさません。 


巧策 


エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一時的に切る 
か、それ5の機器か5離して<ださい。 


周囲び静かな時間帯にやりなおしてみてください。 


エラー E -2: マイクの接続を確認してください 

原因 

対策 

オプティマイヴーマイクび接続されていません。 

本機前面の 0 PTIM 亿 ER M に端テにオプティマイヴーマ 
イクを接続してくださし、。 


エラー E - 已：マイクの設置位置を最低 2 m 離してください 

原因 

対策 

オプティマイヴーマイクび本機か 52 m 未満の場所に設 
置されています。 

オプティマイヴーマイクを本機か 52 mULL 離して設置 
してください。 


- E -3: 測定中に本な:操作びされました 


原因 

測定中に音量の調節、消音などの操作びされました。 


対策 


測定中は本機を操作しないでください。 


エラー E -4: マイクを本な:正面に置いてください 

原因 

対策 

オプティマイヴーマイクび本機正面の延長線上に置かれ 
ていません。 

オプティマイヴーマイクを本機正面の延長線上に設置し 
て < ださし、。 


エラー E ぶ：マイクか6の音量びルさい。7イクの設置•接続を確認してください 

原因 

対策 

テスト1-ーンび取得でをません。 

オプティマイヴーマイクを正しく接続、設置して<ださ 
い。 


8 


:ラー E -7: エラーが発をしました。再度、実巧してください 


原因 

本機内部にエラーび発生しました。 


対策 


再度測定してください。 


本機について 設置•接続ずる 準備ずる 


応用操作 
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メモリー機能を使用する 


〇 設定結果をメモ U —に保をする 

U スニングルームの状況に応じて設定を切り替えたい場合、測定結果をメモ U —に保をしておく 
と便利です。測定結まのデータは最大3つまで保をすることびでさます。例えば、ビーム経路上 
に力ーテンびある場合などは、力ーテンの開閉によってビームの効果び変化します。 


力ーテンび開いている 

♦日 A 



カーテンが閉じている 

♦日 A 


く？ \ 


このよラな場合、カーテンび開いている状態で「ビーム調整+音質調整」を行い、測定結果を 
r ユーヴー1」に保をします。次にカーテンび閉じている状態で「音質調整」を行い、測定結果を 
r ユーヴー2」に保をします。このようにすると、ご使用の際に U スニングルームの状況に応じて 
設定を切り替えることびでさ、最適な環境でサラウンドサウンドびお楽しみいただけます。 


YSP (♦) 入カモードス U- ブ 

口 □□口 

5ビーム ST+3 ピーム 3ビーム 

日回回 

ステレオ タープット AACSPAI 


ffiR tm 

回日 

スポーツ オフ 

I 10/0 || |l 1/+1〇|| 

州レべ J 

〇 


，ベル シネマ DSP 



1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 メニューキーを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 




3 矢印び r メモ U — J にあることを確認 
して、巧定キーを巧ず 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されま 
す。 



•メモリ- 

- 1) メモリ-巧ひおし 
2) メモリ-席？ 


[▲] / [▼] :置が 
欧赶：ミ妨 
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メモ u - 機能を使用する 


4 合/マキーを巧して r メモリー保 
巧 J を還択し、巧定キーを巧ず 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されま 
す。 


をラー度ミ夫定キーを巧す 

選択した項目に測定結果び登録されます。 





リ巧 H 祐 

ユーザー1牌中！ 



登録されると下の初期画面に戻ります。 


に 1- 

.メモリー 
.自国號 
.閒號 
•酬設定 

[▲] / [▼] :觀 
ほ赶：總 


く/> キーを巧して r ユーザー 1 J 
r ュ — ザ'一 2 jr ュ — ザー 3 J のいずれ 
かを選択し、巧定キーを巧す 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されま 
す。 


メニユーキーを巧す 

テレビ画面のメニューび消えます。 


メニュー 

み 





リ州-齡 

ユ-ザ-1喘？ 

欧赶：実行 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 



基本操作 


応用操作 


付録 
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メモリー機能を使用ずる 


〇 保巧したメモ IJ 一を呼び出す 

設定したデータをメモ I 」一に保をした場合 (42 ページ)、そのデータを呼び出すことびでさま 
す。ご使用の際の U スニングルームの状況にあったメモ U —を呼び出して、最適な環境でサラウ 
ンドサウンドをお楽しみください。 


1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 メニューキーを巧す 

テレビ画面にメニューび表示されます。 



に 1- 

.メモリー 
.自画關 
.翊韶 
■ Pi 設を 

[▲] / [▼] :挪 
[細：決定 


5 < />キーを巧して呼び出したい 
頂目を選がし、ミ夫定キーを巧す 

テレビ画面に下のよラな画面び表示されます。 




1) メモリ-1脚し 

ユーザー 1巧びホし？ 


[細：新 


3 巧印び r メモリ ー J にあることを確認 
して、ミ夫定キーを巧ず 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 



'メモリ- 

— 1) メモリ-呼び出し 
2) メモリ-牌 


[▲] / [▼] :凰 R 
[細：決ち 


6 を5—度み定キーを巧す 

選択した項目のメモ I 」一を呼び出します。 



1) メモ 1 H 脚し 

ユ-サ ’-1 呼び出し中！ 


呼び出しび完了すると初期画面に戻ります。 


4 巧巧び r メモ U - 呼び出し J にあるこ 
と を確認して、巧定キーを巧ず 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 



メこ 1- 

—.メモリー 
.輔離 
■翊韶 

■mm 

[▲3 / [▼] : i 巧 
臟]:ま是 


7 メニューキーを巧す 

テレビ画面のメニューび消えます。 
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入力音声を再をずる 

み 再をしたい機器を切り替える 

テレビキー、 DVD キー、ビデオキー、チューナーキー、 AUX キーを巧すと、本機に接続したそ 
れぞれの機器の入力を選択し、音声を再生することびでさます。 


S 巧 ■巧 ■巧 

優）。 ◎ ◎ 

DVD 

□ 

AUX 

□ 

YSP C*) んカモードス U- プ 

I □ □ □ □ 

テレビを再生したい場合は 

テレビキーを巧します。 


テレビ 



DVD プレーヤーを再生したい場合は 

DVD キーを巧します。 


DVD 



ビデオデッキを再生したい場合は 

ビデオキーを巧します。 


ビデオ 



テレビチューナーを再生したい場合は 

チューナーキーを巧します。 


チュ ーナー 



AUX 端子に接続した機器を再生したい場合は 

AUX キーを巧します。 


AUX 



ぶ-ヒント 

それぞれのキーを押してから数砂経つと、フ□ント 
パネルディスプレイに、逞択されているビームモー 
ド (48 ぺージ)と DSP プ□グラム（巳4ぺージ)び表 
示されます。 


表示例 



還巧されている 遇択されている 

ビームモードさ DSP プ□グラム名 









































































































入力音声を再生ずる 


〇 テどや D \/ D を楽しむ 


入力音声を再生する例として、ここではテレビと DVD プレーヤーの再生方法を紹介します。 

テレビや DVD プレーヤーの機能については、それぞれに付属している取扱説明書をご参照ください。 

ぶ-ヒント 

■ DVD を再生する場合、 DVD プレーヤーの音声設定を已 .1 チャンネルモードにすると、より豊かなサラウ 
ンドサウンドをお楽しみいただけまず。 

. リモコンコードを設定している場合は、テレビや DV □プレーヤーを本機のリモコンで操作することびで 
さます。リモコンコードの設定については84ページをご参照ください。 


テレビを再生する 


DVD プレーヤーを再生する 


1 テレどめソモコンで*房たいチサン 
ネルを選ぶ 


1 テレビの映像入力切替を操作して、 
DVD プレーヤーの映像に切0替える 


2 本機のリモコンのテレビキーを巧ず 

テレビの再生モードに切り替わります。 


テレビ 



3 テレビの スピーカーか 5音青び囲 こ 
える場さは、聞こえな < なるまでテ 
レビの ス ピーカーの音量を下げる 


ぶ-ヒント 

本機とデジタル放送対応のテレビびデジタル接続され 

ている場合、(下のちまで 已 .1 ch サラウンドのデジ 
タル信号が本機に入力されている かを確認でをます。 


上記の手順で巳.1 ch に対応しているデジタル放送を 
還局し、 YSP キーを押してからビームモードキー 
(ステレオ）を押します。 

已 . 1 ch サラウンドのデジタル信号び本機に入力され 
ている場合は、フ□ントバネルディスプレイにしソ下 
のインジケーターび点なします。 



インジケーターび点灯しない場合は、テレビのデジ 
タル出力びオンになっているかご確認ください。 


2 本機のリモコンの DVD キーを巧ず 

DVD の再生モードに切り替わります。 


DVD 



3 DVD プレーヤーで、ディスクを再をする 


かヒント 

本機と DVD プレーヤーびデジタル接続されている 

場合、しソ下のち法で 瓦1 ch サラウンドのデジタル信 
号び本機に入力されている かを確認でをます。 


上記の手順でドルビーデジタルまたは dts に対応し 
ているディスクを再生し、 YSP キーを押してから 
ビームモー ド キー (ステレオ）を巧します。 

已 . 1 ch サラウンドのデジタル信号び本機に入力され 
ている場合は、フ□ントパネルディスプレイにしツ下 
のインジケーターのどちらかび点灯します。 


YSP 




□□ DIGITAL 
または 



インジケーターび点なしない場合は、 DVD プレー 
ヤーのデジタル出力びオンになっているかごお語く 
ださい。 
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音量を調節ずる 



音量を上げるには本な:の VOLUME 
+キーまたは U モコンの音量+ 

丰 一* でばるには本化の VOLUME 
~キーまたは U モコンの音量ーキー 
を巧す 

な 

曰呈 


VOLUME 


本体 


または 



1」モコン 


VOLUME (音量)調節範囲： 
OdB 〜一白白.已 d 己、 MIN (最ノ」。 


ホ-ヒント 

一2已祀程度まで音量を上げても音声び聞こえな 
い場合は、 r 故障かな？と思ったら」 （90 ページ） 
をご参照ください。 

「祀」はデシベルと読み、本機では音の大きさを 
表す単位として用いられています。最大を Od 目と 
して、そこからの差を一(マイナス）で表していま 
す。 


〇 —時的に消音する 



消音キーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「AUDIO 
MUTE ON 」 と表示され、 VOLUME インジ 
ケーターが点滅します。 


消音を解除してちとの音量に戻ずには 

消音キーを再度巧す、または音量+/—キーを 
巧します。 


み-ヒント 

「消音のレベルを設定する」 （73 ページ)で、消音 
キーを押したときに完全に音を消音するか、 20 dB 
下げるかを選択ずることびできます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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ビームモードの設定を変更する 


ビームモードキーを使って、ビームモードを変更することびできます。2チヤンネルのステレオ 
モー ド、3ビームモード、夕ーゲットモード、已ビームモードと ST (ステレオ ）+3 ビームモード 
の2つの己]チヤンネルモードを、お好みで切り替えてお楽しみください。 


メニューの設定内容によっては、選択でさないビームモードちあります。下の表をご参照ください。 


ビームモード 

自動設定 r 設置位置 J 
(39 ぺージ） 

手動設定「設置位置？ J 
(61 ぺージ） 

詳細設定「設置視聴環境 1/ 引 
(己7 ぺージ） 

階 J 

口ーナ ー J 

r 庙/ち)コー 
ナー拟外 

r (左/ち） 
コーナ ー J 

r 壁置き J 

口ーナー 
置き J 

ステレオ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3ビーム 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

X 

己ビーム 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

X 

ST +3 ビーム 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ターゲット 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



YSP キーを 巧す 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



選択したい ビームモー ド キーを 巧す 


强 5ビ — ムモ—ド 

フ□ントち/ち、センター、サラウンド左/ちの巳チヤ 
ンネルから、ビーム化された音声を出力します。 

ビーム経路とビームび反射する壁び確なされている 
場合には、最大のサラウンド効果び得られます。 

マルチチヤンネルで記録されている映画 DVD 
の鑑質や、2チヤンネルソースをマルチチヤン 
ネルで再生したいとさなど、サラウンド効果 
をを分に楽しみたい場合に最適です。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、壁に向けて出力 
されます。 


5ビーム 
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ビームモードの設定を変更する 


9 ST (ステレオ )+3 ビームモード な 3ビームモード 


ステレオモードのフ□ント左/ちチャンネルの 
音声に、ビーム化したセンターチャンネルと 
サラウンド左/ちチャンネルの音声を加え、已 
チャンネルで音声を出力します。 

ライブ DVD などの鑑質に最適です。中央付近 
か日はボーカルの声や楽器の音び、横か日は 
会場の反射音び聞こえ、まるでステージを前 
にしているよラな臨場感を楽しむことびでき 
9 〇 

サラウンド左の音声信号はフ□ント左チャン 
ネルのビームを使って出力され、サラウンド 
ちの音声信号はフ□ントちチャンネルのビー 
ムを使って出力されます。 

フ□ント左/ちチヤンネルは、直接視聴位置に 
向けて出力されます。 


フ□ント左/ち、センターの3チヤンネルから 
音声を出力します。 

フ□ントビームだけを出力することによって 
音のスイートスポットび広びるため、広い範 
囲で良好なサラウンド感を得ることびでさま 
す。ご家族で一緒に映画を見るとさなどに最 
適です。 

マルチチヤンネルソースの場合、サラウンド 
左チヤンネルの音声はフ□ント左チヤンネル 
にミックスしてフ□ント左チヤンネルのビー 
ムで出力します。 

また、サラウンドちチヤンネルの音声はフロ 
ントちチヤンネルにミックスしてフ□ントち 
チヤンネルのビームで出力します。 

これにセンターチヤンネルのビームを加え、3 
つのビームで音声を出力します。 


ST +3 ビーム 


吕 




3ビーム 






壁と並行に設置 
している場合 



部屋の コーナーに 設置 
している場合 




か ヒント 

詳細設定で「フロント左/ちチャンネルの位置を調節 
ずる （ Lch / Rch 位置調整)」 （70 ぺージ)を行うと、 
よりつなびりのあるサラウンド感び得られます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応田操作 


付録 
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ビームモードの設定を変更ずる 


0 ステレオモード 

フ□ント左/ちの2チヤンネルか日、ビーム化 
しない通常の音声を出力します。 

CD などの八イフアイステレオソースの再生に 
最適です。また、通常のテレビのスピーカー 
の代わりとしてちご利用いただけます。 

マルチチヤンネルソースの場合は、フ□ント 
左/ちチヤンネルじ(外の音声をフ□ント左/ち 
チヤンネルにミックスして、フ□ント左/ち 
チヤンネルから出力します。 





ぶ-ヒント 

ステレオモードを還択しているとをには、サラウン 
ドモード(已2ぺージ)、シネマ DSP (已4ぺージ)の 
機能は無効です。 

〇 夕ーグツ トモード 

ビーム化された音声を1チヤンネルで出力します。 

深夜に視聴する場合など、周囲に音を響かせ 
たくないとさに最適です。 



また、角度を調節することにより、キッチン 
など離れた位置からでちセ I 」フなどを明瞭に 
聞さ取ることびでさます。 



フ□ントパネルディスプレイに 「TARGET 
MODE 」 と表示されている間に、キーを 
巧すと、ビームの角度を調節でさます。 

<1キーを巧すたびに左ち向へ角度び大きくなり、！> 
キーを巧すたびにちち向へ角度び大きくなります。 

操作をしない状態で数秒経つと、角度調節 
モードび終了します。 



♦ 


角度(水平方向)調節範囲： 

左9ぴ〜ち9ぴ 

か-ヒント 

'ターゲットモードを選巧しているとをには、ヴラウ 
ンドモード(己2ぺージ)、シネマ DSP (巳4ぺ一 
ジ)、 T 「 uBass (58 ページ)の機能は無効です。ま 
た、サフウーファーからは音声び出力されません。 
'音量モード(已7ぺージ)と併用すると、より効果 
的に音声を出力できる場合びあります。 




已〇 



























































































サラウンド再生を楽しむ 

な 巧蔵デコーダーとインジケーター表示 

本機では、内蔵したデコーダーにより、じ(下のようなさまざまなソースを楽しむことびでをます。 

入力している音声信号は自動的に選択され、フ□ントパネルディスプレイのインジケーターびじ ( 
下のよラに点灯します。 


が況 

インジケーター表示 

BS / CS / 地上デジタル放送を入力している 

AAC 

BS / CS / i 也上デジタルの音声を重信号を入力している 

DUAL 

CD を再生している 

PCM 

DTS デジタル信号を入力している、または DTS Neo : 目を選択している 

dts 

ドルビーデジタル信号を入力している 

□□ DIGITAL 

ドルビープ□□ジックを選択している 

□□PL 

ドルビープ□□ジック II を選択している 

□□ PLD 


か-ヒント 

-「音声信号の種類を逞ぶ」 （81 ページ)で、入力音声信号を選択することびでさます。 

- DTS - ES 対応のディスクは DTS で再生され、ドルビーデジタル己1 EX 対応のディスクはドルビーデジタルで再生されます。 


Q デジタル放送の音声を重を切り替える 


本機では、 BS/ 地上デジタル放送の映画やドラマなどで使われている AAC 信号の音声入力時に、 
どの音声を出力するか選ぶことびできます。 

か-ヒント 

音声多重放送を HD □レコーダーで録音した場合、ドルビーデジタルフォーマツトで再生されることびあり 
ます。この場合、 HDD レコーダー側で主音声と副音声の両方を出力ずるよう設定されていると、本機でも 
音声を重を切り替えることびできまず。 

YSP (♦) 入カモードス U- ブ 

□ □ロロ , 

些^ S 四とム3^ I YSP キーを f 甲ず 

YSP モードに切り替わります。 

YSP 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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サラウンド再生を楽しむ 


2 ソモつンの AAC 急を夕重キーを繰0 
返し巧ず、または AAC 音青を重キー 
を巧してか5 A /▽キーを巧す 


AAC ち亩を重 




主音声のみを出力します。 


副音声のみを出力しまず。 



主音声と副音声の両方を出力します。 



0)2 チヤンネルソースをサラウンドで楽しむ 

本機では、2チヤンネルソース（アナ□グソースや CD など）をデコードし、最大己]チヤンネルで 
再生することびできます。また、サラウンドモードを切り替えることによって、さまざまなサラ 
ウンド効果を楽しむことびでさます。 

ぶ-ヒント 

サラウンドモードの切替は3ビーム/己ビーム/ ST +3 ビームモード (48 ぺージ)び選択されていて、シネマ 
□ SP (已4ページ)び映画/オフのとをにのみち効です。 



1 YSP キーを巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 U モコンのサラウンドキーを繰り返 
し巧ず、またはサラ ウン ドキーを巧 
しでか5 </>キーを巧す 


サラウンド 



または 


サラウンド 





己2 










































サラウンド再生を楽しむ 


シネマ DSP びオフのときの表示例 


選択できるサラウンドモードとおすすめのソース 



サラウンドモード 

おずすめの ソース 

ドルビー 
プ□□ジック 

— 

すべての ソース 

ドルビー 

Movie 

映画 

プ□□ジック II 

牛 Music 

音楽 


*Game 

ダーム 

DTS Ne 日:目 

Cinema 

映画 


牛 Music 

音楽 


:シネマ DSP びオフ（已6ベージ)のとをにのみち効です。 


サラウンドモードのパラメーターを変更する 

サラウンドモードでドルビープ□□ジック II Music または DTS Neo : 己 Music を選択している場 
合は、ソースにあわせてサウンドをアレンジすることびでさます。 


ム /▽丰一を巧して*パ‘ラメー 
夕-を還がする 




2 < U \> キ-を巧して、設定値をを更する 

選択でさるノ（ラメーターと変更でさる設定 
値は;欠のとおりです。 




PANORAMA(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。サ 
ラウンド音場につなびるよラな広びり感を 
得ることびできます。 


DIMENSION(PLII Music 選択時） 

フ□ント音場とサラウンド音場レベルを好 
みのバランスにすることびでさます。 
一にするとサラウンド側、+にするとフロ 
ント側び強くなります。 

巧変範囲：_3〜 STD 〜+ 3 
初期設定 ： STD 

CT WIDTH(PLII Music 選択時） 

センターからの音声を左ちに振り分けること 
びでさます。 

0にするとセンターのみ、7にするとフ□ント 
L / R のみか5センター音声び出力されます。 

巧変範囲：〇〜7 
初期設定：3 

C. IMAGE(DTS Neo : 己 Music 選択時） 

フ□ント音場の広びり感を調節します。 
値をルさくするとフ□ント音場の広びりび 
大きくなり、大きくすると狭く（センター 
への定位び強 く）なります。 


選択項目： ON、OFF 

巧 変範囲： 日.日〜 1 .日 

初期設定： OFF 

初期設定：日.3 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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シネ 7 DSP について 


シネマ DSP とは、世界の著名なコンサートホールや劇場などで測定したデータに基づく音場(音 
の広びり）技術を応用することにより、ご家庭で映画館のよラな視聴体験を実現する機能のこと 
です。ドルビープ□□ジックやドルビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて、音のスケー 
ルや奥行さ、音量感を補います。 

ぶ-ヒント 

. ビームモード (48 ページ)び「ステレオモード」または r ターゲットモード」に設定されているとさには、シ 
ネマ DSP の機能は無効です。 

-各 DSP プ□グラムのエフェクトレベル(音場効果のかかり具合)を変更することびでさます。エフェクト 
レベルの初期設定値および設定値の変更ち法については r エフ王クトレべルを調節する」（已巳ページ)をご 
参照 < ださい。 

- DSP プ□グラムを設定ずる際は、 DSP プ□グラムの名称にはこだわらずに、実際に聴いてみて再生する 
音声に最を適していると思われる DSP プログラムをお選びください。 


YSP C*) 入カモード 

a □ □ 


入カモードス U- ブ 

□ □ 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 


ステレオ タープット AAC 富再を ■ 


回囚 

スポーツ オフ 

I 10/0 I |n/+io| 

州レべ J 

〇 


日 
WC 富巧 ■ 

回 



2 選択したいシネマ DSP キーを巧して、 
プログラムを選択ずる 

フ□ントパネルディスプレイに、選択され 
たプ□グラムび表示されます。 

音楽_ _映画 

国回 

スポーツ’ ’••• ••••’ 


1 YSP キーを巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



3 フロントパネルデイスブレイに 
rMusicj / rMoviEj と表示され 

ている巧に、音楽/映画キーを繰り返 
し巧す*またはく 丰一を巧す 

プ□グラムび切り替わります。 


音楽 映画 / 

f またはい 
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シネマ DSP について 


® 島楽プ〇グラ厶 


音楽キーを押して、音楽プ□グラムを選がします。 
音楽キーを繰り返し押す、またはく/^キーを押 
して、プログラムを切り替えます。 



Music VideQ(5 ュー ジックビデオ） 

□ックやジャズなどのライブコンサート会場の臨場 
感をつくりだします。映像/音場空間びスク U —ン周 
囲に大きく広びり、熱狂的な雰囲気を感じることび 
でをます。 


Concert Hall ( コンサートホール） 

円おホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲 
に反射音びおびりまず。サラウンド感び強く、豊麗 
な響をび特長です。 


Jan Club ( ジャズクラブ） 

ニューヨークで話題のライブ八ウス r ヴ.ボトムライ 
ン」のステージ正画こいるような臨場感をつくりだし 
ます。左ちの幅び広く、1」アルな躍動感を感じるこ 
とびでさます。 


み 映画プログラム 


映画キーを巧して、映画プ□グラムを選択します。 
映画キーを繰り返し押す、またはく/^キーを押 
して、プ□グラムを切り替えます。 



SFX ( エスエフエツクス） 

音楽および効果音び、 SF の映像空間を U アルに表現 
します。シ U アスでスト ー U - 性の高い SFX 映画に 
適しています。 


Spectacle ( スペクタクル） 

ワイドな空間をイメージできる臨場感をつくりだし 
ます。手に汗握るパニックシーンなどビジュアルイ 
ンパクトの強い作品に適しています。 


Adventure ( アドベンチヤー） 

音の立体感び強く、アクシヨンならではの痛快な臨 
場感をつくりだしまず。 



d スザー ツプ〇グラ厶 
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スポーツキーを 押して、 スポーツ プ□グラムを選 
択します。 



SPORTS ( スポーッ） 

スポーツ中継のステレオ放送では、解説は中央に定 
位し、歓声や場内の雰囲気は周囲に大きく広びっ 
て、スポーツ観戦の醒酬はをはわラことびでさま 
す。 


己已 


























































シネ 7DSP について 


〇 エフェク トレべルを調節する 

各 DSP プ□グラムは初期設定のままで十分お 
楽しみいただけますび、ソースやリスニング 
ルームの音響にあわせて DSP プ□グラムのエ 
フエクトレべル(音場効果のかかり具合)を変更 
することびでさます。 


1 調節したいプログラムを選択する 

2 / ▽ キーを巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに 「DSP 
に VEL '' □服」と表示されます。 



0 シネマ DSP をオフにする 

音場効果をかけずに元の音で再生したい場合 
は、シネマ DSP をオフにします。 


1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 オ フキーを 巧す 




3 く/ 1> キーを 巧す 

エフェクトレベルを選ぶことびできます。 



レベル調節範囲： 

-日祀劇まを弱く）〜+3祀劇まを強く) 


己巨 















































その他の機能 

9 音量を抑えてサラウンドを楽しむ(音量モード) 

ナイト U ス ニン グモードとテレビ音量一定モードを合わせて音量モードといい、音量モードキー 
で切替びでさます。ナイト U ス ニン グモードとは、夜間にル音量で映画や音楽を楽しみたいとさ 
に、大きな効果音などを抑えてセ U フなどは明瞭に再生する機能です。テレビ音量一定モードと 
は、テレビを再生中、 CM などで急に音量び大さくなるのを防ぐ機能です。 

ナイト U スニングモードには、映画再生に適した CINEMA モードと音楽再生に適した MUS にモー 
ドび用意されています。 再生するソースにあわせてサラウンドモードを選択してください。 


YSP C •:> 入カモードスリープ 

□ □ □ a 

5ビーム ST+3 ビーム _3ビーム 


夕ーゲット AAC 音再安重 


mm tm 

回日 

スボーツ オフ 

I 1 0/0 I 111/+1 〇 1 

CH レべ JI 

〇 



YSP キーを 巧す 

YSP モードに切り替わります。 

YSP 


y モ コンの音量 モー ド キーを 巧ず 

フ□ントパネルディスプレイに現在設定さ 
れているモードび表示されます。 

音量モード 


音量モードキーを繰0返し巧して、 
モー ドを選択する 

音量モードで再生している間は、フ□ント 
ノ（ネルディスプレイの NIGHT インジケー 
ターび点巧します。 


音量モード 


\ ■ / 

- NIGHT - 


: JW 昏 W 离 （ナイト U スニングモード 
映画用） 

1 U 5 IC (ナイトリスニングモード 
音楽巧） 

(テレビ音量一定モード） 


(オフ） 


4 各モードび表示をれている巧に 
< / 〇丰一を巧す 

エフェクトレべル(音を抑えるレベル）を選 
ぶことびでさます。 




'V"i" 


(弱めに抑える） 
(ほどよく抑える） 
(強めに抑える） 


か-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押ずか、電源コードを抜くと、音量モードは 
解除されます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 


/ 


\ 
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その他の機能 


0 ほ音を効果的に再をずる ( TruBass ) 

低音域の信号を効果的に出力します。サブウーファーびない場合でちほ音を効かせて再生するこ 
とびでさます。 

TruBass の低音は振動び伝わりにくいため、近隣への低音巧書をほ減することちでさます。 

TruBass には、低音をほどよく効かせることびできる 「TruBass MID 」 と強めに効かせることび 
でさる 「TruBass DEEP 」 の2種類び用意されています。再生するソースに合わせてどちらかを選 
択してください。 

ぶ-ヒント 

ビームモードび r 夕ーゲットモード」（已□ぺージ）に設定されているとさには、 TruBass の機能は無効でず。 


WJX Ma マ皆 

□ □口 □ 

YSP C« 入カモードス U- プ 

□ □ □ □ 



リモコンの wTruBass キーを巧 

す 

フ□ントパネルディスプレイに現在の設定 
(「TruBass MID」、「TruBass DEEP 」、 
「TruBass OFF 」 のいずれか）び表示されま 
す。 


2 c *) TruBass キーを繰り返し巧ず 

オン（ほどよく低音を効かせる/強めに効か 
せる）とオフを選ぶことびでさます。 





1 —► TruBass MW (ほどよく効かせる) 

i 

TruBass DEEP (強めに効かせる） 

i 

I j " ■ミー j ご，.—! 一..；. i け。/"" 、イ ノレ ロ J 
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その他の機能 


な一定時間をに自動的にスタンバイが態にする(スリープタイマー) 

一定時間び経過すると、自動的に電源びスタンバイ状態になるよラに設定します。本機で音声を 
聴さなび5おやすみになりたい場合などに便利です。 


AUX 入力1 入力3 マクロ 

□ ロロ □ 

YSP C*5 入カモードスリープ 

□ □ □ a 

5ピーム ST+3 ビーム 3ビーム 


スリープタイマーを設定ずるには 

1 y モコンのスリープキーを繰り返し 
巧す 

スタンバイ状態になるまでの時間びけ下の 
よラに切り替わります。選択している間は 
SLEEP インジケーターび点滅します。 


スリープ 


SLEEP 




しば5< の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび点打に変わり、 
ス I 」ープタイマーび設定されます。 


スリープタイマーを解除ずるには 

ス U —プタイマーを設定したあとに設定を解 
除したい場合です。 

1 U モコンのスリープキーを繰0返し 
巧して、の町を選がする 

スリープ 


2 しば6<の巧操作をしない 

SLEEP インジケーターび消灯し、設定び 
解除されます。 


SLEEP 

消な 


:か-ヒント 

U モコンの電源キーまたは本体の STANDBY/ON 
キーを押すか、電源コードをあくと、スリープタイ 
マーは 解除されまず。 


\ ' / 

- SLEEP - 
/ , \ 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 



応用操作 


付録 
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本機を手動設定する 


自動設定 (36 ページ)で測定びでさず、エラーび解みでさない場合は、手動で本機を設定するこ 
とびでさます。 

ぶ-ヒント 

-自動設定されたデータはメモ U —にな存することびでさます (42 ページ)。 

-視聴環境によっては、十分なサラウンド感び得られない場合びあります。その場合は「詳細設定」（已4ペー 
ジ)を行ってください。 



ぶ-ヒント 

設定の途中で前の画面に戻って選がし直したいと 
さは、戻るキーを巧してください。 

メニューを操作中に入力還択キーを押してしま 
し、、カーソルキーの操作びでをな<なった場合 
は、 YSP キーを1回押してください。 


1 YSP キーを 巧ず 

YSP モードに切り替わります。 


YSP 



2 メニューを巧ず 


テレビ画面にメニューび表示されます。 




3 么/ ▽キーを巧して、手動設定を 
選 f 尺し、巧定キーを巧す 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。 




•手動關 

mm? 


ほ固：測巧の離へ 


4 を5—度巧定キーを巧ず 

部屋の形状を選択する画面び表示されま 
す。</>キーで「正方形」と r 長方形」の切 
替びでさます。 



1811 ? 



1811 ? 




巧お 




なお 


ィ] /[►] ;部 
細：游 



W/W :部 
ほ定 ]: as 
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本機を手動設定する 


<] / \>キーを巧して、設定したい頂 
目を選がずる 




正方形 

1」 スニングルームび 正方形 
に近い場合は r 正方形」を選 
択します。 

長方お 

1」 スニングルームび 長方 
おに近い場合は「長方形」 

を選択します。 

か-ヒント 

例1のよラに形状び変則的な場合や、例2のよラに 
本機び壁からはなれた場所にある場合は、図のよラ 
に仮想的なお状を想定してくださし、。 

例1の場合は、長ち形に近いので r 長方巧」を逞択し 
ます。 




例2の場合は、正ちおに近いので r 正方形」を選択し 
ます。 

例2 



決定キーを巧す 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。「1部屋形状？」は、手順已で選択した 
項目に変わっています。 




ち印び巧設置位置？ J にあること 
を確認して、巧定キーを巧ず 

r 部屋お状」で「正方形」を選択した場合、 
「左」、「中央」、「ち」、「コーナー」の項目び 
表示されます。 

r 長方形」を選択した場合、 r 長辺左」、「長 
辺中央」、「長辺ち」、「ちコーナー」、「左 
コーナー」、 r 短辺左」、「短辺中央」、「短辺 
ち」の項目び表示されます。 


r 正方お J を還巧した場合の 
表示例 



2設 I 立園？ 


中尖 




r 長方お J を選択した場合の 
表示例 


2 Hi ? 



回 

長辺中央 


[ィ] / [►] :飄 
じ細：掘 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機を手動設定ずる 


8 < U > キ-を巧して、実藤の本機の 
設置位置ともごとも近し、項目を選が 
し、ミ夫定キーを巧ず 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。「2設置位置？」は、選択した項目に変 


10 <1 /|>キーを巧して* y スニング 
ルームの大まさにをつとを近い頃目 
を選巧し、ミ夫定キーを巧す 

テレビにじ(下のよラな画面び表示されま 
す。「3部屋の広さ」は、選択した項目に変 


わっています。 わってし''ます。 



& 矢印び [3 SB 屋の広を？ J にあるこ 1 I 矢印び r 4 設定 OK 7 U にあること 

と を確認して、巧定キーを巧ず を確認して、巧定キーを巧ず 


r 部屋形状」で「正方形」を選択した場合、 
r ル (6- 10畳)」、「中 （1]-1 8畳)」、 r 大 
(1 白-28畳)」の正方あび表示されます。 

「長方あ」を選択した場合、 r ル (6-10 
畳)」、「中畳)」、 r 大 （19-28 畳)」 
の長方おび表示されます。 



r 正方お J を遇巧した場合の 
表示例 


3臟胸？ 


中 

1卜1强 


ィ] /[►] :锁 
細：;視 



じ(下のよラな画面び表示されます。 



4關 0 K ? 

手動醜齡？ 
►はし、 いしほ 

[イ/【►]:離 
[細：決定 


r 長方お J を選択した場合の 
表示例 

3部屋 (0 広さ？ 

中 

11~1强 
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本機を手動設定する 


12 A /たキーを巧して、設定を有効 
にずるか無効にずるかを選巧し、ミ夫 
定キーを巧す 



r はい」を選択するとしソ下のような画面び表 
示されます。設定び有効になると、初期画 
面に戻ります。 


4關 0 K ? 

テ-夕脱中 
お待ちください 


「いいえ」を選択すると設定び無効になり、初 
期画面に戻ります。 


13 メニューキーを巧して設定を終 
了する 



テレビからメニュー画面び消えます。 

ぶ-ヒント 

設定結果をメモ U —に保存したり、そのデータをお 
部屋の状況に応じて呼び出したい場合は「メモリー 
機能を使用する」 (42 ぺージ)をご参照ください。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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各メニューを個別に設定ずる 


自動設定や手動設定で調節されたサラウンドサウンドをお好みに合わせて変更したり、その他の 
各種設定を行ラことびでさます。 

9 詳細設定メニュ —m 

詳細設定では、本機の性能をより引さ出してお使いいただくことびできます。自動設定で十分に 
1」アルサラウンドサウンドをお楽しみいただくことびでさますび、さらに高精度で高品質のサラ 
ウンドサウンドを追巧するには、詳細設定におすすみください。詳細設迅ホ、 L ソ下のように用 
途、機能別に4つのカテゴ U - に分類されています。 

ぶ-ヒント 

自動設定されたデータはメモリーに保存ずることびでさまず (42 ぺージ)。 U スニングルームの状況に合わ 
せてそれぞれのデータを保存し、ご使用の際に設定を切り替えると便利です。 


メニュー 

ヴブメニユー 

内容 

ぺージ 

サウンド設定 

トーンコント□-ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

72 


ビームレベル 

各チヤンネルの音量レベルを調節します。 

72 


ヴブゥーファー設定 

サブウーファーに関するいろいろな設定をし 
ます。 

73 


消音レベル 

消音にしたとさの音量を設定します。 

73 


映像と音声のタイミ 
ング調節 

音声出力のタイミングび映像と一致するよう 
調節します。 

74 


ち四お 

己又直 おて 巧 

本機の設置環境を設定します。 

74 


DD / DTS ダイナ 
ミックレンジ圧縮 

ダイナミックレンジの設定をします。 

74 

ビーム設定 

設置視聴環境 

U スニングルームでの本機の位置を設定します。 

67 


ビーム調整 

ビームの指向性に関する設定をします。 

68 


Lch / Rch 位置調整 

フ□ント左ちチヤンネルの定位を調節します。 

71 

入力設定 

入力端子設定 

音声入力端テの設定を変更します。 

75 


入力信号デコード 

電源をオンにしたとさの入力の設定をします。 

77 


入カレベル調整 

端子ごとに入カレベルを設定します。 

77 

表示設定 

本体表示設定 

フ□ントディスプレイの表示の明るさを設定 
します。 

78 


了レビ画面設定 

了レビ画面に表术される本機のメニューに関 
する設定をします。 

78 
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各メニューを個別に設定する 


Q 詳細設定メニュ-の操作手順 


詳細設定メニューの操作について説明します。メニューの各項目の詳細については、67ページ 
〜78ページをご覧ください。 


YSP (» スカモードスリープ 

□ 口 □ □ 

_5ビーム ST+3 ビーム _3ビーム 

回回日 

ステレオ タープット AACgg を ■ 

日日日 

BX MB g ■モード 

ClJLJ 囚 


スボーツ オフ サラウンド 

II 10 の J … J II 1 旦 II 



ム/ ▽キーを巧して、詳細設定を 
選択し、ミ夫定キーを巧す 

テレビにじ(下のような画面び表示されます。 



か-ヒント 

メニューを操作中に入力選択キーを押してしまい、 
力ーソルキーの操作びできなくなった場合は 、 YSP 
キーを1回押してください。 


YSP キーを 巧す 

YSP モードに切り替わります。 

YSP 


Z メニューを巧す 

テレビにメニュー画面び表示されます。 




4 心/▽キーを巧して、設定したい 
頂目びあるタニュ -を還ぶ 




メニュー 


メニ 1- 

•メモリー 
-自觸ミ 
■手腮ミ 
•編を 

[▲レ [▼] :挪 
じ細：決定 


決定 キーを 巧す 

選択したメニュー内の項目び表示されます。 


表示例：手順4で 
ビーム設定を還んだ場合 



2ピ-ム關 

A ) 設置巧願境 

B ) ビ-ム體 

0 Lch / Rch 位翻整 


鑑^盛:頃目哪 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 


巨已 












































さメニューを個別に設定ずる 


6 八/ ▽キーを巧して、設定したい 
頂目を選ぶ 



7 巧定キーを巧ず 

選んだ項目の設定モードに入り、現在の設 
定び表示されます。 

項目によっては、 a / ▽キーでサブメ 
ニューを選びます。 


8 /\>キーを巧して、設定を調節、巧 

更ずる 

設定を確定するには、決定キーを巧しま 
す。前の表示に戻るには、戻るキーを巧し 
ます。 




項目によっては 


表示例 

A ) 1111/3— 

、本聯■位置 . 壁匡き 

—本巧の高さ .1,0 m 

[▲レ [▼] :關挪[イ /[►]: 驅 
じ細：お 


9 メニューキーを巧して、設定を終了 
する 





巨巨 










さメニューを個別に設定する 


み ビームを設定する 

本機から出力されているビームに関するさまざまな設定を行います。「設置視聴環境」を設定する 
ことにより、その他のいくつかの項目で、設定び自動的に適切な値へ変更されます。 

(メニュ ー- ►詳細設定ービーム設定） 


2ピ-ム關 

一 A ) 設置巧願境 
B ) ビ-ム體 
0 Lch / Rch 位置罰整 


設置視聴環境を設定する 

U スニングルームでの本機の位置や、本機から U 
スニングポジシヨンまでの距離を設定します。 

- ' 

-「設置視聴環境」の設定を変更ずると、自動設 
定で調節されたビームに関するデータび失わ 
れます。自動設定で調節されたビームのデー 
夕を生かした状態で、さらに調節を加えたい 
場合は r ビームの角度や長さを設定する（ビー 
ム調整)」から設定を行ってください。 

-「設置視聴環境」の各項目の値を変更するたひ' 

に r ビーム調割の項目で、設定び自動的に適 
切な値へ変更されます。 


か-ヒント 

手動設定の実行により、さ項目の初期設定値は自動 
的に設定されています。 

1 設置視聴環境1/3の r 本体設置位置」を設 
定する 

本機の設置状態を設定します。 


選択項目：壁置さ、コーナー置さ 
初期設定：壁置さ 




2 設置視聴環境1/3の r 本体の高さ」を設定 
する 

床から本機までの高さを設定します。 

巧変範囲： O . Om 〜3.0 m 
初期設定 ：] .Om 



A ) 1111/3 

-本憾置位置 . 麵き 

-本巧の高さ .1.0 m 


齡堪埋[ィ/刖置 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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さメニューを個別に設定ずる 


S 帕, 

7の陆 
左 so 度 


齡が腳巧 W 


3 設置視聴環境2/3を設定する 

1」スニングルームの長さと幅を設定します。 


r 壁置き」の場合 


「コーナー置き」の場合 


A ) 1112/3 



A 

)111 2/3 



1 ~ 

• — J — [ 5, 8 m ] -- ► 

3, 3 m 




冷" - 4, Bm - ■ 

1 

卜 8 m ] 

1 


齡:を:®™ 

驅 


[▲]/ 

は赶 

▼] : 朋靴[ィ] / [►] : 
择了 

醒 


巧変範囲： 2.0 m 〜1 2.0 m 

r 本体設置位置」を r 壁置 
さ」に設定した場合は 、 U 
スニングルームの幅と本 
機から後方までの長さを 
設定します。 

r コーナー置さ」に設定し 
た場合は、 I 」スニングポ 
ジシヨンの左側前方の壁 
の長さとち側前方の壁の 
長さを設定します。 




% 


4 設置視聴環境3/3を設定する 

本機前面から視聴位置までの距離や、本機の 
中むから左側の壁までの距離を設定します。 


r 壁置き」の場合 


が設麵環境3/3 


巧 


[▲レ [▼]: 舶挪[イ /[►]: 驅 
じ細：疫了 


「コーナー置き」の場合 



A 

)111 3/3 




冷、 

1 リ m 1 

% 



[▲レ 
ほ固 

▼] :巧目靴り]/ [►] : 
終了 

醒 


本機から視聴位置までの可変範囲： 
2.0m 〜目 . Om 

本機から左側の壁までの可変範囲： 
日 . 6m 〜 1].4m 


2.0 m 〜 
9.0 m 


r 本体設置位置」 
を懼置き」に設 
定した場合のみ 




0- 色 m 〜 

1 1.4 m 

i 

i 


ビームの角度や長さを設定する 
(ビーム調壁） 

ビームの指向性に関する設定を行います。 


B ) ビ - II 整 

a ) 水平能 

b ) 麵能 

C ) トム觸長 
d ) 焦点觸 

6) 詣レベル 
[▲]/[▼] :巧目爱巧 
欧围：游 


か ヒント 

-自動設ちまたは手動設定の実行や、詳細設を r 設 
置視聴環境」の設定により、さ項目の初期設を値 
は自動的に設定されてし巧す（憔点距離」の「セン 
夕一」は除く）。 

•ビームモード (48 ぺージ)の設赶こより、設定で 
さないチヤンネルは r ——」と表示されまず。 


1 r 水平角度」を設定する 

自動的に出力されるテスト I -ーンを聴きなび 
日、ビームの水平方向の角度をチヤンネルご 
とに調節します。 


a ) 水平自 g 1/5 
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各メニューを個別に設定する 


左方向に調節すると音び出力される方向は左 
方向へ移動し、ち方向に調節するとち方向へ 
移動します。 

これによって ビームの 経路び移動し、 ビーム 
の 方向を最適化することびでさます。 

フ□ント左/ち 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 

センター 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 

サラウンド左/ち 

可変範囲：左9□度〜ち9□度 



(も） 


Z r 垂直角度」を設定する 

自動的に出力されるテストトーンを聴きなび 
日、ビームの垂直方向の角度をチヤンネルご 
とに調節します。 


b ) 麵度1/5 

5 ビーム 

フ□ントち 

(+} 

0度 

■ -0度 

(-} 

[▲]/[▼]: 朋飄卜 
[總ぶ了 

•]/[►] :體 


下方向に調節すると音び出力される方向は下 
へ移動し、上方向に調節すると上へ移動しま 
す。 

これによって ビームの 経路び移動し、 ビーム 
の 方向を最適化することびでさます。 


フ□ント左/ち 

巧変範囲： 一4已度〜+4已度 

センター 

巧変範囲： 一4已度〜+4已度 

サラウンド左/ち 

巧変範囲： 一4已度〜+4已度 


(+) 

グ 


0 ° 


A 

(-) 


3 「ビーム経路長」を設定する 

それぞれのチヤンネルのビームび、出力され 
てから壁にはね返って I 」スニングポジション 
に到達するまでの距離を設定します。 


C ) 卜遲長 


5 ビーム 


—フ□ントち.... 

フ□ントち.. •• 

センター . 2, 5 m 

サラウンド左 .5.1 m 

サラウンドち . 9, 5 m 

[▲]/[▼]: 項目鄰[ィ]/ [►] :體 
[總ぶ了 


フ□ント左/ち 

巧変範囲：日. 3 m 〜24.日 m 

センター 

巧変範囲：日. 3 m 〜24.日 m 

サラウンド左/ち 

巧変範囲：日. 3 m 〜24.日 m 


ち図では、矢印の長さがビーム 
の経路長を表していまず。 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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さメニューを個別に設定ずる 


e ) 局旨レベル 

—フ□ントち . 

フ□ントち . 

センター . 

サラウンドち •••• 


ィ/ ►:體 


[▲] / [▼] :飘【イ/ [►] :レベル驅 
[細：按了 


d ) 焦点8 

—フ□ントち.... 
フ□ントも’.’ • 

センター . 

サラウンド左 ••• 
サラウンドち ••• 

[▲]/[▼]: 朋爱巧 
ほ赶：接了 


4 r 焦点距離」を設定する 

本機の前面と各チヤンネルの音の焦点までの 
距離を設定します。 


日 r 高音レベル」を設定する 

高音域の指向性を各チヤンネルごとに調節し 
よ9 〇 


一（マイナス)方向に設定すると音び広びり、 
+ ( プラス)方向にすると定位び得日れます。 

センターチヤンネルについては、初期設定 
(一0.已 m ) での使用をおすすめします。 


フ□ント左/ち 


巧変範囲： 

-1 .日 m 。 

-+ ] 3.0 m 

センター 

巧変範囲： 

-1 .日 m 。 

-+ ] 3.0 m 

初期設定: 

-日.日 m 


サラウンド左/ち 


巧変範囲： 

-1 .日 m 。 

-+ ] 3.0 m 


カーテンなどに音び吸収され、ビームの反射 
びルさくなってしまラときに、高音域のレべ 
ルを上げることにより、それを補正します。 

数値び上びるほど、ビームの反射び大さくな 
ります。 


例 


フ□ントちチヤンネルセンターチヤンネル 

す' 



当- 


調節しないとさ 


フ□ントちチヤンネルの 
レベルを上げたとさの 
イメージ 




フ□ント左/ち 

巧変範囲：一] 2.0 d 日〜+ ] 2.0 dB 

センター 

巧変範囲：一] 2.0 dB 〜+ ] 2.0 dB 
初期設定：□祀 

サラウンド左/ち 

巧変範囲：一] 2.0 dB 〜+ ] 2.0 dB 


d d d d d 


ム m m m m m 

-ij. 

+ + I + + 
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各メニューを個別に設定する 


フ□ント左/ちチヤンネルの位置を調 
節する ( Lch / Rch 位置調整） 

フ□ント左/ちチヤンネル用の音声信号を、セ 
ンターチヤンネルにも振り分けることによつ 
て、フ□ント左/ちチヤンネルの音声び聞こえ 
てくる方向を調節します。 


C ) Lch / Rch 位關整 


左 . 0% 

ち . 0% 

【▲]/[▼]:贴挪[イ/ [►] :體 
欧茵：轻了 


U スニングポジシヨンび U スニングルームの 
中むから極端にずれている場合など、左ちで 
音の聞こえてくる方向び不自然な場合にご利 
用ください。 

3 ビーム モー ドまたは已 ビーム モー ドに設定し 
ているとさのみ調節することびでさます。 

選択項目：オン、オフ 
初期設定：オフ 


表示例： 

オンに設定した場さ 


C ) Lch/R chili 


左 . 0% 

ち . 0% 

[▲]/[▼] :贴挪[イ/【►]:體 
挟赶：轻了 


1 r を」を設定する 

左側か5聞こえてくる音の方向を調節しま 
す。 

設定値(％)び上びるほどセンターから音び聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 

フ□ント左チヤンネルを 
調節しないとさ 調節したとさのイメージ 




2 r ち」を設定する 

ち側か5聞こえてくる音の方向を調節しま 
す。 

設定値(％)び上びるほどセンターか日音び聞 
こえるよラになります。 

巧変範囲：日％〜9日％ 

初期設定：日％ 

フ□ントちチヤンネルを 
調節しないとさ 調節したとさのイメージ 















































さメニューを個別に設定ずる 


〇 音声出力を設定する 

音質や音色の調節など、音声の出力に関する設定をします。 


(メニュ ー- ►詳細設定ーヴウンド設定) 


1サウンド關 

— A ) 卜ーンコント□-ル 
B ) ピームレべル 
0サフり-ファ-離 

D ) 硝レベル 

E ) 鹏と話のタイミンク勇節 

F ) 離民境 

G ) DD / DTS タイナミックレンジ圧活 
[▲]/[▼] :送巧 

ほ赶：お 


高音域とお音域の出カレベルを設定す 
る（卜ーンコント □ —ル） 

高音域とほ音域の出カレベルを調節します。 


A ) トン]ントトル 

一离ち . 0 d B II 

抵音 . 0 d B II 

[▲] / [▼] :觀[イ/ [►] :レベル調皇 
は赶：總 


1 r 高音」を調節する 

高音域の音色を調節します。 

巧変範囲：一] 2.0 dB 〜+ ] 2.0 dB 
初期設定： OdB 

2 r 低音」を調節する 

低音域の音色を調節します。 

巧変範囲：一] 2.0 dB 〜+] 2 .OdB 
初期設定： OdB 


ビームの音量レベルを設定する 
(ビームレべル） 

各チヤンネルの音量レベルを調節して、バラ 
ンスを整えます。 

か-ヒント 

-自動設定または手動設定の実行や、詳細設定メ 
ニュー r 設置視聴環境」の設定により、ち項目の初 
期設定値は自動的に設をされています。 

-已つのビームモードそれぞれにチヤンネルごとの 
音量調節びでさます。還択でさないチヤンネルは 
「無し」と表示されます。 


B ) トムレベル 


—フ□ントち 
センター 

1 

……… 1……. 

+ 

サラウンド左 
サラウンドち 

1 

.1. 


* 出で 

フ□ント左 

フ□ントを 

ホモード： 

5 ビーム 


[▲] / [▼] : U 
は赶：總 

R [< / [►] 

:レベル體 


フ□ントち、センター、サラウンド左、サブ 
ウーファーの各チヤンネルの音量レベルを設 
定する際には、フ□ント左チヤンネルおよび 
選択したチヤンネルの2つか5、テストトーン 
び交互に出力されます。 

サラウンドちチヤンネルの音量レベルを設定 
する際には、サラウンド左チヤンネルおよび 
サラウンドちチヤンネルの2つか日、テスト 
I -ーンび交互に出力されます。 

フ□ント左チヤンネルまたはサラウンド左 
チヤンネルにあわせて、その他のチヤンネル 
の音量レベルを調節してください。 

巧変範囲：一] O . OdB 〜+ ] O.OdB 
初期設定： OdB 
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各メニューを個別に設定ずる 


サブウーファーの設定をする 

サブウーファーについて、さまざまな設定を 
します。 


りサブトリ-關 


ーバス出力 . フ□ント 

ク□スオーバー . 1 OOHz 

LFE レベル . 

OdB 

距窗 . 3 

,0 m 

[▲]/[▼]: 朋離 [イ / 

[►] : 關 

[細ぶ了 



1 r バス出力」を設定する 

サブウーファーと本機のどちらか日低音成分 
を出力するかを設定します。 

選択項目：ヴブウーファー、フロント 
初期設定：フ□ント 

「サブウーファー」：本機に接続したサブウー 
ファーか日低音成分を出力します。サブウー 
ファーの才ートスタンバイ機能を使用する場 
合はこち日を選択してください。 

r フ□ント」：本機か日低音成分を出力しま 
す。 

2 r ク□スオーパ’一」を設定する 

r バス出力」を r サブウーファー」に設定してい 
るときに、サブウーファーに出力する低音成 
分の周波数の上限を設定します。設定した周 
波数し U 下の低音成分びサブウーファーに出力 
されます。 

選択頂巨： 80 Hz 、 1 OOHz 、 1 20 Hz 
初期設定：] OOHz 


3 FLFE レベル」を設定する 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に 
含まれている LFE (低域効果音)の音量を調節し 
ふ^ 〇 

巧変範囲： 一 20dB 〜 OdB 
初期設定： OdB 

4 r 距離」を設定する 

サブウーファーか日 I 」スニングポジションま 
での距離を設定します。 

巧変範囲： 0.3 m 〜]已 . Om 
初期設定： 3.0 m 

消音のレベルを設定する 

1」モコンの消音キーを巧して消音するとさに 
下げる音量を、2段階か日選択します。 

D ) 網レベル 

►お言 -20 dB 

遺 f 皆胃 S 


選択項目：消音、 -20 dB 
初期設定：消音 

「消音」：完全に消音し、無音にする場合に選 
択します。 

r 一20祀」：いま聴いている音量よりも、 
20 d 日下げて再生する場合に選択します。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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さメニューを個別に設定ずる 


映像と音声のタイミングを調節する 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ 
に補正します。 

日 R 像と音声のタイミング調節 

離時間 .0msec 


デジタル処理された映像び、音声よりち遅れ 
て出力されることびあります。 

この出カタイミングのずれを、音声を遅日せ 
て出力することにより補正します。設定値び 
大きくなるほど音声び遅れて出力されます。 

プラズマディスプレイをご使用の場合は 
30 msec 〜已 0 msec 、 ブラウン管式テレビを 
ご使用の場合は 0 msec の設定をおすすめしま 
す。 

巧変範囲： Omse 巳〜] 60 msec 
初期設定： Omse 巳 

設置環境を設定する 

本機の設置が況や U スニングルームの環境を 
設定します。 


。設顯 


—壁びけ設置—— 

【いいえ]/趴1 

刮屋魄き ■ … 

雁準]/大 

[▲]/[▼]: 項目飘 

[<] / [►] :關 

じ猫：が 



1 r 壁かけ設置••-いいえ/はい」を選択す 
る 

本機をラックなどに置く場合は r いいえ」を選 
択してください。 

本機を壁掛けブラケット等を利用して壁面に 
直接設置する場合は「はい」を選択してくださ 
い。本機背面と壁び接近していると、中低音 
びこちった感じに聞こえることびあります 
び、それを補正します。 


選択項目：いいえ、はい 
初期設定：いいえ 

2 r 部屋の響を••-標準/大」を選択する 

一般的な U スニングルームでご使用の場合は 
r 標準」をお選びください。 

壁びコンク U —卜ででさている場合など、音 
びよく反射する U スニング j レームでご使用の 
場合は r 大」お選びください。 

選択項目：標準、大 
初期設定：標準 

ダイナミックレンジ圧縮を設定する 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイ 
ナ S ックレンジを選びます。 

G ) DD / DTS ダイナミがレンジ圧 I 

閒最大►圧觸董踊なし 

魔/:駐:哪 


選択項目：圧縮最大、圧縮標準、圧縮なし 
初期設定：圧縮なし 

「圧縮最大」：ル音量でちルさな音び明瞭に聴 
こえる、夜間に音声を楽しむのに適したダイ 
ナ S ックレンジです。 

「圧縮標準」：一般的な家庭用として使巧する 
ダイナ S ックレンジです。 

r 圧縮なし」：ルさな音か日大さな音まで、 
ソースの持つサウンドを最大に生かすダイナ 
S ックレンジです。 


ダイナ S ックレンジとは？ 

どれだけルさな音から、どれだけ大さな音 
までを雑音や歪みなく再生でさるかを表わ 
したちのです。 
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各メニューを個別に設定する 


み 入力の設定を変更する 

音声信号や映像信号の入力に関する設定を行います。 


(メニュ ••詳細設定一入力設定) 


3入厢定 

- A ) 入力閣端 
B ) 入力聞デ ：!- f 
0入カレベル設定 


入力端子の割り当てを変更する 
(入力端子設定） 

本機の入力端テに印きされている名前(テレ 
ビ/チューナー、 DVD 、 ビデオ、 AUX ) は便宜 
的に付けられているちのです。 

入力端モ自体は同一のため、例えば光デジタ 
ル入力（テレビ/チューナー)端テに DVD プレー 
ヤー/レコーダーを接続してち機能は変わりま 
せん。 

その場合、接続された機器に応じて名前を変 
要することにより、 U モコンの入力選択キー 
の名前と同じ機器名の入力切替びでさます。 
また、フ□ントパネルディスプレイやメ 
ニュー画面に表示される機器名び実際に接続 
されている機器名と一致します。 

1 r 光入力（1)」を設定する 

本機の光デジタル入力（テレビ/チューナー)端 
テを r テレビ」または r ビデオ」に割り当てるこ 
とびでさます。 


A ) 歴關1/4 

光入力 

(1) . テレビ 

( テレビ } 

(2) . DVD 

(DVD } 


初期設定では、光デジタル入力(テレビ/ 
チューナー)端テは r テレビ」に設定されていま 
す。そのため入力選択キーのテレビキーを巧 
すと、接続された機器名に関係なく、フ□ン 
トパネルディスプレイには 「 TV 」、 メニュー画 
面には r テレビ」と表示されます。 

設定を r ビデオ」に変更すると、光デジタル入 
力(テレビ/チューナー)端テに接続した機器を 
入力選択キーのビデオキーで選択でさるよラ 
になり、フ□ントパネルディスプレイには 
「 VIDEO 」、 メニュー画面には r ビデオ」と表示 
されるよラになります。 

2 r 光入力(2)」を設定する 

本機の光デジタル入力 ( DVD ) 端テを 「 DVD 」 ま 
たは 「 AUX 」 に割り当てることびでさます。 

選択項目： DVD、AUX 
初期設定 ： DVD 

初期設定では、光デジタル入力 （ DVD ) 端テは 
「 DVD 」 に設定されています。そのため入力選 
択キーの DVD キーを巧すと、接続された機器 
名に関係なく、フ□ントパネルディスプレイ 
や メニュー 画面に 「 DVD 」 と表示されます。 

設定を 「 AUX 」 に変更すると、光デジタル入力 
( DVD ) 端テに接続した機器を入力選択キーの 
AUX キーで選択でさるよラになり、フ□ント 
パネルディスプレイやメニュー画面に 「 AUX 」 
と表示されるよラになります。 


選択頂目：テレビ、ビデオ 
初期設定：テレビ 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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各メニューを個別に設定ずる 


3 「同軸」を設定する 

本機の同軸デジタル入力 ( AUX ) 端テを 「 AUX 」 
または 「 DVD 」 に割り当てることびでさます。 

’ A ) 入力端鬧定2/4 ■ 

— け） . AUX 

(AUX ) 


[▲]/[▼]: 即靴[ィ]/ [►] :飄 
は赶：巧了 


選択項目： AUX、DVD 
初期設定 ： AUX 

初期設定では、同軸デジタル入力 ( AUX ) 端モ 
は 「 AUX 」 に設定されています。そのため入力 
選択キーの AUX キーを巧すと、接続された機 
器名に関係なく、フ□ントパネルディスプレ 
イやメニュー画面に 「 AUX 」 と表示されます。 

設定を 「 DVD 」 に変更すると、同軸デジタル入 
力 ( AUX ) 端テに接続した機器を入力選択キー 
の DVD キーで選択でさるよラになり、フ□ン 
トパネルディスプレイやメニュー画面に 
「 DVD 」 と表示されるようになります。 

4 「コンポーネント（1)」を設定する 

本機のコンポーネントビデオ入力(チュー 
ナ ー) 端テを r テレビ」または r ビデオ」に割り当 
てることびでさます。 


A ) 入騰關3/4 

—(1). テレビ 

( テレビ ） 

(2). DVD 

(DVD } 

[▲]/[▼]: 即星巧[ィ]/ [►] :離 
[總：轄了 


初期設定では、コンポーネントビデオ入力 
(チューナー)端テは r テレビ」に設定されてい 
ます。そのため入力選択キーのテレビキーを 
巧すと、接続された機器名に関係なく、フロ 
ントパネルディスプレイには 「 TV 」、 メニュ ー 
画面には r テレビ」と表示されます。 

設定を r ビデオ」に変更すると、コンポーネン 
トビデオ入力(チューナ ー) 端テに接続した機 
器を入力選択キーのビデオキーで選択でさる 
よラになり、フ□ントパネルディスプレイに 
は 「 VIDEO 」、 メニュー画面には r ビデオ」と表 
示されるようになります。 

5 「コンポーネント(2)」を設定する 

本機のコンポーネントビデオ入力 （ DVD / 
AUX ) 端テを 「 DVD 」 または 「 AUX 」 に割り当て 
ることびでさます。 

選択項目： DVD、AUX 
初期設定 ： DVD 

初期設定では、コンポーネントビデオ入力 
( DVD / AUX ) 端テは 「 DVD 」 に設定され てし、 ま 
す。そのため入力選択キーの DVD キーを巧す 
と、接続された機器名に関係なく、フ□ント 
パネルディスプレイやメニュー画面に 「 DVD 」 
と表示されます。 

設定を 「 AUX 」 に変更すると、コンポーネント 
ビデオ入力 （ DVD / AUX ) 端テに接続した機器 
を入力選択キーの AUX キーで選択でさるよラ 
になり、フ□ントパネルディスプレイやメ 
ニュー画面に 「 AUX 」 と表示されるようになり 
ます。 


選択項目：テレビ、ビデオ 
巧期設定：テレビ 
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各メニューを個別に設定する 


6 「コンポジツト」を設定する 

本機のビデオ入力 ( DVD / AUX ) 端テを 「 DVD 」 
または 「 AUX 」 に割り当てることびできます。 

‘ k]xmm 4/4 ■ 

—け） . DVD 

{ DVD ) 


[▲]/[▼]: 關頸[イ / [►] :挪 
[細：沒了 


選択項目： DVD、AUX 
初期設定 ： DVD 

初期設定では、ビデオ入力 （ DVD / AUX ) 端モ 
は 「 DVD 」 に設定されています。そのため入力 
選択キーの DVD キーを巧すと、接続された機 
器名に関係なく、フ□ントパネルディスプレ 
イやメニュー画面に 「 DVD 」 と表示されます。 

設定を 「 AUX 」 に変更すると、ビデオ入力 
( DVD / AUX ) 端テに接続した機器を入力選択 
キーの AUX キーで 選択でさるよラになり、フ 
□ントパネルディスプレイやメニュー画面に 
「 AUX 」 と表示されるようになります。 

電源を入れたときに適用する入カモー 
ドを設定する(入力信号デコード） 

本機の電源モードをオンにしたとさに使用す 
る音声信号の入力設定を指定することびでさ 
ます。本機び自動的に適切な音声入力信号を 
選択するか、前回選択していた音声入力信号 
を今回ちそのまま適用するかのどちらかを設 
定します。 

か-ヒント 

音声信号の種類については「音声信号の種類を選ぶ」 
(81 ぺージ)をご参照ください。 


B ) 入力信号デ]-ド 

►自国适お 前回就 

[イ/ [►] :離 
[决固：決是 


選択項目：自動選択、前回設定 
初期設定：自動選択 

r 自動選択」：入力された音声信号を識別し 
て、自動的に適切な入力選択をします。 

r 前回設定」：前回電源を切ったとさに選択し 
ていた音声入力信号を再生します。設定とは 
異なった音声信号び入力された場合は、音声 
は出力されません。 

各端子の入カレベルを調節する 
(入カレベル調整） 

端子ごとに入カレベルを設定して、ソースに 
より異なる音量のば日つきを調節します。 

ぶ-ヒント 

本機と外部機器との接続状況によって、メニュー項 
目び変わ0ます。 


表示例 


C ) 入解!整 


— テレビ 

アナ□ブ •••• 

•-3, OdB 


動-... 

•-3, OdB 

ビデオ 

アナ□ブ •••• 

•-3, OdB 

DVD 

光 W ]-... 

•-3, OdB 

AUX 

邸*入力... 

•-3, OdB 

[▲]/[▼] 
议茵：が 

室巧 [< / [* 

] :レベル體 


メニューに表示されたそれぞれの端モについ 
て、入カレベルを調節します。 

巧変範囲： —6 .□犯〜□服 
初期設定： -3.0 dB 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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さメニューを個別に設定ずる 


〇 表示の設定を変更する 

本体のフ□ントパネルディスプレイ表示や、テレビ画面に表示されるメニューについて設定しま 


す。 

(メニュ ー- ►詳細設定一表示設定) 


4就關 

一 A ) 本腸號 
B ) テレヒ 1面號 


齡:疆誦 


フ□ントパネルディスプレイの明るさ 
を設定する(本体表示設定） 

フ□ントパネルディスプレイ表示の明るさを 
設定します。 


A ) 繊願定 

- 揉作晌明るさ . 0 

議時の巧るさ . 0 

[▲]/[▼]: 即星巧[ィ]/ [►] :飄 
は赶：巧了 


1 r 操作時の明るさ」を設定する 

本体の キー または I 」モ コンキーで なんらかの 
操作をすると、フ□ントパネルディスプレイ 
の表示び一定時間明るくなります。そのとさ 
の明るさを調節します。 

選択項目：一2、一1、0 
初期設定：0 

2 r 非操作時の明るさ」を設定する 

一定時間なにち操作しないと、フ□ントパネ 
ルディスプレイは暗く表示されます。 

そのとさの明るさを調節します。 r 操作時の明 
るさ」の設定値を基準にさ日に3段階暗くする 
ことびでさます。 

選択項目：非表示、一3〜一1、0 
初期設定：0 


メニューの表示を設定する 
(テレビ画面設定） 

テレビ画面に表示される本機のメニューに関 
して設定します。 

B ) テレビ丽關 


-上下位置 . 0 

背賄 . 胃 


齡を誦 M / W : 邸 


1 r 上下位置」を設定する 

メニューを表示する位置を調節します。一（マ 
ィナス)方向にすると表示位置び上に移動し、 
+( プラス）方向にすると下に移動します。 

巧変範囲：一曰〜+曰 
初期設定：日 

2 r 背景色」を設定する 

メニューの背景色を選択します。 

選択項目：青、グレー 
初期設定：青 
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本機の設定を変更する 


各種設定を保護したり、工場出荷状態に戻したりします。 



9 急 



本な:の INPUT キーを巧しなび5、 
STANDBY / ON キーを巧し で雷;; 
を义巧る 

フ□ントパネルディスプレイに 「MAX 
VOLUME SET 」 と表おされます。 


INPUT 


巧しなが5 


STANDBY/ON 


INPUT キーをはなす 

INPUT 

〇 


な 


音量を、指定した値より大さくでさないよラ 
に設定します。 

1 本機の電源をオフ（スタンバイ）にす 
る 

STANDBY/ON 


4 フロントパネルディスプレイに 
fMAX VOLUME SETJ とま巧を 
巧て X )ることぞ宿認しで*;夕ぞ丰 一 
を巧す 



<\ /たキーを巧して、指定したい値 
を還がする 

調節できる範囲は、 OdB か日一目 9.0 dB 
( IdB ごと）までです。 




STANDBY / ON キーを巧して、電 
源をスタンバイにする 

再度 STANBY / ON キーを巧して電源を入 
れると、設定されます。 

STANDBY/ON 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機の設定を変更ずる 


〇 メニュ—の設定巧客を保護する 

メモリー保をした設定の内容を変更でさない 
よつ(しします。 


1 r 音量の最大値を設定ずる J の手順3 
までを実巧ずる 

2 心/▽キーを巧して、フロントパ 
ネルデイスプレイに rMEMORY 
PROTECTJ を表示をせ、巧定キー 
を巧ず 



〇 設定した巧客を初期化する 

メニューで変更した各種設定をすべて工場出 
荷状態に戻します。 


1 r 音量の最大値を設定ずる J の手順3 
までを実行ずる 

2 心/▽キーを巧して、フロントパ 
ネルデイスプレイに fFACTORY 
PRESETJ を表示をせ、巧定キーを 
巧す 



3 く/>キーを巧して*フロン Ka。 ネ 
ルデイスプレイに rPROTECT: 
ONJ を表示をせる 

設定内容を保護したくない場合は、ここで 
「PROTECT OFF 」 を選択します。 



3 <] /^丰一を巧して*フロン KM。 ネ 
ルデイスプレイに rPRESET: 
RESETJ を表巧させる 

工場出荷状態に戻したくない場合は、ここ 
で 「 PRESET : CANCEL 」 を選択します。 




4 STANDBY/ON キーを巧して、電 
源をスタンパイにする 

再度 STANBY / ON キーを巧して電源を入 
れると、設定されます。 


STANDBY/ON 



4 STANDBY/ON キーを巧して、電 
源をスタンパイにする 

再度 STAN 日 Y / ON キーを巧して電源を入 
れると、設定されます。 


STANDBY/ON 
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音声信号の種類を選ぶ 

テレビや DVD か日本機に入力される音声信号の選択をします。 

「 AUTO 」 け刃期設定)のままでほとんどの音声信号を再生することびでさますび、必要に応じてデ 
ジタル、アナ□グ信号の優先順位を選んだり、 DTS または AAC 信号に入力設定を固定したりす 


ることびでさます。 

DVD ビデオ チュイーテレピ 

口 a □口 

AUX 入力 1. 入力2 マクロ 

□ □□回 

YSP _(■) 入カモードス U- ブ 

□ □ □ □ 


1 入力選がキーを巧して、選がしたい 
モードに切0替える 


DVD ビデオチューナーテレビ 



2 入カモードキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに現在の入力 
設定び表示されます。 


入カモード 



3 入カモードキーを繰り返し巧す 


設定を変更することびでさます。 

ビデオは ANALOG の設定となっています 
(工場出荷時)。 


入カモード 



AUTO 

入力された音声信号を識別して、自動的に適 
切な入力選択とデコードをします。 

デジタルとアナ□グの両方で接続したテレビ 
か日、両方の信号び入力された場合には、デ 
ジタル信号を優先して選択します。 

通常はこのモードをご使用ください。 

DTS 

DTS 信号のみを再生します。 

DTS 信号を入力している場合に、 AUTO に設 
定しているとをよりち安定した再生をするこ 
とびでさます。 

DTS - CD または DTS - LD を再生するときに 
おすすめします。 

AAC 

AAC 信号のみを再生します。 

AAC 信号を入力している場合に、 AUT □に設 
定しているときよりも安定した再生をするこ 
とびでさます。 

BS / 地上デジタル放送や□一 VHS デッキなどか 
bAAC 信号を入力するとをにおすすめします。 

ANALOG 

デジタル信号とアナ□グ信号び同時に入力され 
ている場合でち、アナ□グ信号を再生します。 

か-ヒント 

r 電源を入れたとさに適用する入カモードを設定す 
る（入力信号デコード)」 （77 ページ)で、本機の電源 
をオンにした際に使用ずる入力設定を r 自動逞択」 
(AUTO) にするか、前回使用していた入力設定にす 
るかを指定することびでさます。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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音のバランスを調節する 


各チヤンネルの音量のバランスを調節します。各チヤンネルの音量ノ（ランスを整えることによっ 
て、自然なサラウンドサウンドになります。 

已つのビームモードそれぞれにチヤンネルごとの音量の調節びでさます。 

〇 テス /^トーンを使つて調節ずる 

各チヤンネルからテストトーンを出力することによって、チヤンネルごとの音の大ささの違いを 
聴きく日べ、バランスを調節することびできます。 



1 テストキーを巧す 

フ□ントパネルディスプレイに 「TEST 
LEFT 」 と表示され、フ□ント左チャンネル 
からテスト I -ーンび出力されます。 


テスト 



2 心/ ▽キーを巧して調節したい 
チサンネルを還がする 

フ□ントパネルディスプレイの表示がじ(下 
のよラに切り替わります。 



(詳細設定の r パス出力」が 
r ヴブウーファー J のとを） 


3 <1 /\>キーを巧して音量レベルを調部する 

音■調節レベルは-] 0肥〜+ ] 0服です。 


設定中に音量を上げた場合は、なのステッ 
プにすすむ前に必ず音量を確認し、上びり 
過ざている場合は音量を下げてください。 

4 テストキーを巧して、設定を終了する 


テスト 



か-ヒント 

サブウーファーを接続し、「1「バス出力」を設定 
する」 （73 ぺージ)で r サブウーファー」を選択する 
と、に UBWOOFER」 の項目を設定できます。 

■ 調節でをないチャンネルは「一一」と表示されます。 
ビームモー ドび rST+3 ビーム モード」の場合、フ 
□ント左/ちチャンネルは調節できません。 
「ステレオ モー ド」および r 夕ーゲットモード」の場 
合、ずべてのチャンネルび調節でをません。 

’ビームモードび r ステレオモード」または 「ST+3 
ビームモード」の場合、フロント左/ちチャンネル 
は他のチヤンネルの設をに応じて、自動的に調節 
されます。 
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音のバランスを調節する 


な再をしながら調節する 

DVD などのソースを再生しなび5、各チヤンネルの音量バランスを調節することびできます。 


2 <1 丰一を巧しで*音量レベルを 
調節する 

音量レベル調節範囲は一] OdB 〜 +] OdB 
です。 



1 CH レベルキーを繰り返し巧す、ま 
たは CH レベルキーを巧し でか5 
心/マキーを巧して、調節したし、 
チヤンネルを選がずる 

フ□ントパネルディスプレイの表示びじ(下 
のように切り替わります。 




3 しば6<の巧操作をしない 

設定を終了します。 


ぶ'- ヒント 

サブウーファーを接続し、 ri 「バス出力」を設定 
する」 （73 ぺージ)で r サブウーファー」を選択ずる 
と、 「 SWFR 」 の項目を設定でをます。 

■ 調節できないチャンネルは r 一一」と表示されま 
す。 

’ビームモードびに T +3 ビームモード」の場合、フ 
□ント左/ちチャンネルは調節でさません。 
「ステレオモード」の場合、すべてのチャンネルび 
調節できません。 

「ターゲットモード」の場合、センターチャンネル 
のみ調節でさまず。 

■ ビームモードび r ステレオモード」またはに T +3 
ビームモード」の場合、フロント左/ちチャンネル 
は他のチャンネルの設定に応じて、自動的に調節 
されまず。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機の IJ モコンでか部機器を操作ずる 


外部機器の U モコンコード (89 ページ)を登録すると、本機の U モコンを使用して本機に接続し 
たテレビや DVD 、 ビデオデッキなどの外部機器を操作することびでさます。 

- 

-外部機器の機種によっては、本機の1」モコンで一部の機能を操作でさない場合びあります。また、全く 
操作できない場合もあります。このような場合は各機器に付属しているリモコンをご使用ください。 

- U モコンの電池び切れると、約2分後に U モコンの設定内容び消去されます。この場合、必要に応じ 
てリモコンコードを再登録してください。また、電ミ也び切れてから2分に満たない場合でも、電池の 
交換中に U モコンのキーを押すと、設定び消えてしまラことびありますので、ごま意ください。 


@ ソモつンつー ドを登録ずる 

入力選択キーのテレビキーにはテレビの、 DVD キーには DVD の、ビデオキーにはビデオデッキ 
の、 AUX キーにはその他の機器の U モコンコードを登録することびできます。 


DVD ビデオ チュ ーナー テレビ 

□ a Q □ 

AUX 入力1 スカ2 マクロ 

a □回 □ 

YSP 

a 


¢•5 入カモードス U- プ 

□回 Q 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 


ステレオ. ターゲット AAC 青再を ■ 


日 

ffit MB 

日回 

スボーグ オフ 

r 10/01 |11/+1 〇 1 

CH レべ JI 

〇 



ち,チ去ンネ正テレビ音量 


曰曰曰 

_消音テレビ入力切 If テレビ消音 

ロロ ロ 


1 コードセツトキーを巧しなび6 、 U 
モコンコー ドを設定したいか部機器 
の入力選択キーを}甲す 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 


設定例(ヤマ八製 DVD ) 



コー ドセツトキーを押したまま、数 
ぎキーでが部機器の y モコンコード 
(89 ページ)を入力ずる 

設定例(ヤマ A 製 DVD ) 


テレビ消音 



巧したまま 


AAC 音声を重 



音量モード 



音量モード 



3 r 設定した機器を操1 乍する J ( S 5 
ページ)を参照し、登録したが部機器 
のいずれかの操作を実巧ずる 

外部機器び正しく機能すれば登録は完了で 
す。 

正しく機能しない場合は U モコンコードび 
合致していない可能性びあります。本機に 
接続している外部機器の U モコンコード 
旧9ぺージ)を確認後、手順1を再度実行し 
てください。 


テレビ消‘音 



巧しなび6 


DVD 
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本機のリモコンで外部機器を操作する 


〇 設定した機器を操作する 

テレビを操作する 


©- 


矮）。@を 

DVD ビデオ fa-r- テレビ 

ロロ ロロ 

AUX ( A75I ATW 1| マク〇 

□ [□ 己 Pa 

Y8P C». Wjt-K スリーブ 

口 〇 ロロ 


の囚囚 

ステレオ ターゲット AACW 多I 

口回日 

田田邑 

ス宙ーツ オフ サラウンド 

〔,。"1 0 ™"l 〔'百 I 



-0 

-0 


DVD を操作する 


か 


©- 


か© 


DVD ビデオ れ 

□ □ ^ 

ALIX XA1 スカ2 マクロ 

□ □口口 

YSP (■) スカモードス U- ブ 

ロロ ロロ 


Be— ム- 8了+3ビー么 3ピーム 

日回回 

ステレオ タープット AACS|I»B 

囚囚囚 

m MB ■■モード 

口囚田 

ス «— ツ オフ f 773ン尸 

〔…… J fii'+i 。" !! 12 I 



テレビ M 

田 


曰 

，レビ 

CfsiJ 


同':'同::同局 


-0 


テレビキーを巧して入力をテレビに切り督え 
まず。 


テレビ 


DVD キーを巧して入力を DVD に切り督えま 

少 ° DVD 


〇電源 (TV) キ ー :テレビの電源をオンにしま 
す。 

0 入力1/2キ ー :テレビの入力を直接指定し 
ます。 

©数字キー： チャンネルを直接指定します。 

〇チャンネル （+/-) キ ー :テレビのチヤンネ 
ルを切り替えます。 

©テレビ音量 (+/-) キ ー :テレビの音量を調 
節します。 

0テレビ入力切替キ ー :テレビの入力を切り 
替スます。 

0テレビ消音キ ー :テレビの音量を一時的に 
消音します。 


〇電源 (AV) キ ー : DVD の電源をオンにしま 
す。 

©数字キー： 数字を入力します。 

©メニューキ ー : DVD メニューを表示しま 
す。 

〇力ーソルキ ー : DVD メニューを選択しま 
す。 

©戻るキ ー : DVD メニューで前の画面に戻 
る、または DVD メニューから巧けるときに 
巧します。 

©DVD、 ビデオデッキ操作キ ー :再生、停止 

などの操作をします。 


本磯について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機の リモコン でが部機器を操作ずる 


ビデオデッキを操作する 



優)。帮© 

A 

ロロ昇口 

AUX ん力1 なを マクロ 

□ □□口 

YSP C*) 火カモードス IJ— ブ 

□ □□日 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

回回回 

ステレオ タープット AAcapi»a 

回日日 

田昼邑 

スボーツ オつ サラウンド 

1110'。1い1…。1 f に 1 

V 


〜レベル シネマ DSP にュー 

0/^0 

〇 乂こゾ〇 

A 

■ ■ チ f ンネルテレビ n 

目目目 

Ma テレビんけの！テレ taw 

ロロ ロ 

巧 

© — 

寸が1 1 1>11[肪 ij 



iQI^D rnlf ^ 


ビデオ/ VCR キーを巧して入力をビデオデッキ 
に切り替ぇまず。 ビデォ 



〇電源 ( AV ) キー： ビデオデッキの電源をオン 
にします。 

©チャンネル （+/-) キ ー : ビデオデッキの 
チャンネルを切り替えます。 

包 DVD 、 ビデオデッキ操作キ ー : 再生、停止 

などの操作をします。 
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本機のリモコンで外部機器を操作する 


な テレビマクロ機能を使ラ 


テレビマク□機能とは、入力選択キーで入カモードを選んだだけで、テレビの入力切替までを自 
動的に行うことびできるようにする機能です。例えば DVD を再生する場合、通常は （1) テレビの 
入力を切り替える一 (2) 入カソースを DVD に切り替える • などの操作び必要です。マク□機 
能を使うと、マク□キーの DVD キーを巧すだけでこのような一連の操作を行うことびでさます。 

- 

チューナー機能び搭載されていないテレビをご使用の場合は設定のち法び異なります。詳しくは88 
ページをご参照ください。 

設定の途中で、上の U モコン図で示されているけがのキーを押すと、設定び無効になります。 

手順2または3で、キーを押す間隔び10砂を超えると、すべての操作び無効になります。その場合、 
手順]からやりなおしてください。 


DVD ビデオ チューナーテレビ 

ロロ □口 

AUX 入力 1. 入力2 マクロ 

□ □ □ D 

YSP c« 入カモードス y- フ 

回□□回 

己ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 


ステレオ. 夕ープット AAC 音苗を重 


9 m Ml 8■モード 

U CiJ 山 

スポーツ オフ 

I 10/0 I |n/+io| 

CH レべ JI 

〇 



0- ドセットキーを巧しなびら、マ 
クロを設定したい機おの入力選が 
キーを巧す 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 


2 コードセツトキーを巧したまま、7 
クロキーを巧ず 


テレビ消音 


コードセット 


マクロ 


押したまま 


チヤンネル +/- キー、または数字 
キーを巧す 

テレビ画面びチューナー画像に切り替わつ 
たことを確認します。 


チヤンネル 



または 


5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 


ステレオ_ 夕ーゲット AAC さきを重 


_音を _K 画 音■モー氏 


スポーツ オフ サラウンド 

r 10/0 II1111… oil r 12 Ti 


4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した入カモードの画像に切り 
替わるまで、キーを繰り返し巧します。 

テレビ’入力切替 


設定例 ( DVD ) 

テレビ’消音 


巧しなが 5 


-ドセット 


DVD 


巧定キーを巧して、7クロ設定を終 
了ずる 



本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 



付録 
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本機の リモコン でが部機器を操作ずる 


チューナー機能び搭載されていないテ 
レビをご使用の場合 


1 コードセットキーを巧しなび6、マ 
クロを設定したい機器の入力選が 
キーを巧ず 

コードセットキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

設定例 ( DVD ) 

テレビ消音 DVD 



2 コードセツトキーを巧したまま、マ 
ク□キーを巧ず 



3 スカ7丰一を巧す 

テレビび入力1の画面に切り替わったこと 
を確認します。 


入力1 



テレビマク□を実行するには 


7クロを実行したい機器の入力選が 
キーを2巧な上巧す 

入カモードび切り替わるのと同時に、テレ 
ビの入力ち切り替わります。 


□VD ビデオチューナ ー 



テレビマク □ の設定を解除ずるには 


1 コードセツトキーを巧しなび5、マ 
クロ設定を解除したい機器の入力選 
巧 キーを 巧す 

コードセツトキーを巧したまま、手順2へ 
すすみます。 

解除例 ( DVD ) 


テレビ消音 DVD 



4 テレビ入力切替キーを巧す 

手順1で指定した入カモードの画像に切り 
替わるまで、キーを繰り返し巧します。 


チヤンネル 



5 決定キーを巧して、マクロ設定を後 
了する 



2 コードセツトキーを巧したまま、マ 
クロキーを巧ず 

テレビ消音 マクロ 



3 決定キーを巧して、マクロ設定を解 
除する 
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リモコンコードー覧 

下表のメーカー製品であってちお式、年式によって使用でさないちのびあります。他社の U モコ 
ンコードを設定した場合、機種によっては操作できないもの、または限日れた機能しか操作でき 
ないちのびあります。この場合は、お使いの機器専用の U モコンをご利用ください。複数の U モ 
コンコードび記載されている場合は、お使いの機器に一致するちのび見つかるまで順番にお試し 


ください。 

メーカーち U モコンコード 


テレビ 

アイワ 

294 

276 

283 

284 




RCA 

293 

297 

234 

256 

2 已 7 

2 已 8 

22] 

NEC 

297 

252 

282 





LG/GOLDSTAR 

297 

298 

239 

237 




SAMSUNG 

297 

239 

24 扫 

262 

27 已 



サン 3 — 

29 己 

233 

279 

272 

273 

274 

212 

シャープ 

292 

239 

232 

213 




ソニー 

263 

214 






DAEWOO 

297 

29 扫 

224 

227 

228 



東芝 

292 

226 

267 

2] 已 




パイオニア 

22 巨 

23 已 

254 

2 己已 

268 



バイデヴィン 

201 

202 






パナソニック 

234 

23 已 

23 巨 

253 

288 

211 


ビクター 

29 已 

24 巨 

247 

286 




日立 

297 

239 

242 

243 

28 已 



PHILIPS 

298 

22 已 

20 己 





實±通 

289 







フナイ 

277 

278 






兰菱 

299 

297 

2 已 9 

287 




ヤマノ、 

299 

292 

242 

28 己 

287 

2 已 3 



DVD プ レー ヤ ー/ レコーダー 


アイワ 

巨 48 

已 49 



RCA 

巨 39 




オンキヨー 

巨 32 

已 33 

已 34 


ケンウッド 

628 




SAMSUNG 

642 




シャープ 

巨 43 




ソニー 

巨 44 

已 76 

已 77 


DAEWOO 

巨已己 




デノン 

巨 23 

已 24 



東芝 

巨 34 

已 6 己 

已 66 

已 67 

パイオニア 

636 

已 37 

已 38 

已 73 674 巨 7 已 

バイデヴィン 

巨 78 

已 79 



パナソニック 

巨 23 

已 3 已 

已 68 

已 72 

ビクター 

巨 27 




日立 

巨 2 已 




PHILIPS 

巨 99 

已 47 

已已 9 


フナイ 

625 




M 冉 RANT 之 

巨 99 

已已 9 



兰菱 

巨 29 





サマノ、 巨 99 巳吕 2 623 巳 47 


メーカーち U モコンコード 


ビデオデッキ 

アイワ 

39 已 

397 

398 

329 



NEC 

392 

394 

344 

383 



L 白/白 0LDSTAR 

39 已 

388 





Orion 

327 






ケンウッド 

392 

394 

396 




SAMSUNG 

3 已 4 

3 已 8 

363 

364 

36 己 

3 色色 

サンスイ 

394 






サン 3 — 

393 

33 巨 

367 




シチズン 

39 已 






シャープ 

39 已 

362 

382 




ソニー 

368 

379 

372 

373 

374 

37 己 

DAEWOO 

328 

334 

33 己 




東芝 

33 己 

369 

389 




TEAC 

392 

394 

397 




パイオニア 

32 己 






パナソニック 

32 己 

328 

339 

3 己已 

378 

384 38 巳 


38 已 






ビクター 

392 

394 

344 

34 已 

346 

347 

日立 

32 己 

333 

349 

342 

343 


フナイ 

397 






M 冉 RANT 之 

392 

394 





兰菱 

399 

344 

348 

359 

3 已 2 

3 己 3 

ヤマノ、 

399 

392 

393 

394 




ケーブルテレビチューナー 


ソニー 

7 已已 

757 





パイオニア 

747 

748 

78 己 




ノくナソニック 

744 

74 己 

74 巨 

747 

783 

784 

日立 

722 






PHILIPS 

763 

764 

76 已 

766 

767 

768 

BS デジタルチュー 

■ナー 





RCA 

837 

838 

839 

842 



ソニー 

832 

83 已 





東芝 

扫 33 

扫 36 





ノくナソニック 

82 已 

829 





ビクター 

扫 22 






日立 

824 






PHILIPS 

82 已 

843 

844 

84 己 

846 

847 848 


扫 49 






ユニデン 

扫 2 已 
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本機について設置.接続ずる 準備ずる 設定ずる 基本操作 
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が障かな？と恩 I つた s 


ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処してち正常に 
動作しない場合や、下記じ(外で異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラ 
グをコンセントから巧いてからお買上げ店または最寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお 
問い合わせください。 

みを 傲 


電源を入れてをすぐに切れてしま5 

原因 

対策 

参照ページ 

電源コードびしっかり接続されていない。 

電源コードを AC コンセントおよび本体の AC IN 
端テにしっかりと差し込んで < ださし、。 

30 

内部マイコンびか部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の低下によ D フ 

U — ズしている。 

AC コンセントか5電源プラグを抜さ、約30秒後 
にちラー度差し込んでくださし、。 
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故障かな？と思った s 


センターチヤンネルか6音青び出ない 

原因 

巧策 

参照ページ 

センターチヤンネルの音量び絞5れている。 

センターチヤンネルの音量を調節してください。 

82 


センター、サラウンドち/ちか6音青が出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

ステレオモードで再生している。 

ビームモードキーで、已ビーム、ステレオ十3 
ビーム、または3ビームモードを選択して再生し 
て < ださい。 

48 


サラウンドを/ちチヤンネルか6音をが出ない 

原因 

巧策 

参照ページ 

サラウンド左/ちチャンネルの音量びかさい。 

サラウンド左/ちチヤンネルの音量を調節してく 
ださい。 

82 


:クトチヤンネルの音びノイズになる 


原因 


あ5かじ奴ソースにサラウンド効果びかかってし、 
る。 


対策 

本機でサラウンド効果をかけないでくださし、。 


参照ページ 


音青び出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

再生機器びしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

22 

再生したいソースび正しく選ばれていなし、。 

INPUT キーや入力選択キーで、再生したいソー 
スを正し < 選んでください。 

4己 

音量びルさい。 

音量を大さくしてください。 

47 

消音されている。 

1」モコンの消音キーまたは音量十/ーキーを巧し 
て消音を解除し、音量を調節してください。 

47 

サンプリング周波数び1 92 kHz の PCM や 

MPEG 2 など、本機で再生でをない信号び入力さ 
れている。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してくださ 
し、。または再生機器の設定を変更してください。 



本一裔について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った 5 


十分なサラウンド効まが得6れない 

原因 

対策 

参照ページ 

本機と DVD プレーヤー/レコーダーやテレビをデ 
ジタル接続している場合に、 DVD プレーヤー/レ 
コーダーやテレビのデジタル出力設定び有効に 
なっていない。 

DVD プレーヤー/レコーダーやテレビ側の設定を 
確認して < ださし、。 


U スニングルームび特殊な形状をしている。 

四角の部屋に設置して < ださい。 

— 

ビーム系路上に壁びなし、。 

ビーム経路上に反射板を設置してください。 

— 
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故障かな？と思った 6 


サブウーファーを接続していない時に、本来の音な巧の巧音び出る 


原因 

対策 

参照ページ 

強い低音成分び連続して含まれるソースを再生し 
たため、保護回路び働さ雑音び出た。 

音量を下げてお楽しみ < ださい。 

47 

詳細設定「サブウーファー設定」で「バス出力」を 
「サブウーファー」に変更してください。その隙 
「ク□スオーバー」を「1日日 Hz 」 または「12日 Hz 」 に 
設定してください。低音成分が抑え5れます。 

73 

サブウーファーを接続し、詳細設定「サブウー 
ファー設定」を行ってくださし、。 

73 


テレビ画面にメニユーび表示されない 

原因 

対策 

参照ページ 

ビデオ出力端子(コンポジット端子)とテレビび接 
続されていない。 

ビデオ出力端子とテレビを接続してください。本 
機は、コンポーネント接続のみではメニューび表 
示されません。 

23 

ビデオ用ピンケーブルびしっかり接続されていな 
い。 

接続を確認してください。 

23 

テレビの入力切誓び正しく設定されていない。 

テレビの入力を切0誓えてください。 

34 


本煤び正常に作動しない 

原因 

対策 

参照ページ 

内部マイコンびが部電気ショック(落雷または過 
度の静電気)、または電源電圧の低下によりフ 

U - ズしている。 

AC コンセントか5電源プラグを抜さ、約30秒後 
にをう一度差し込んで < ださし、。 



ジタル機器や高周波機おか6の巧音を受けている 


原因 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所びお 
すぎる。 


対策 

本機か5それ5の機器を離してください。 


参照ページ 


DVD などの映像が出ない 

原因 

対策 

参照ページ 

ビデオ用ピンケーブルまたはコンポーネントビデ 
オケーブルびしっか0接続されていない。 

接続を確認してください。 

24 

テレビの入力切誓び正しく設定されていない。 

テレビの入力を切0誓えてください。 

46 


本おについて 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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故障かな？と思った 6 


9 ソモつン 


11モコンで操作でをない 

原因 

対策 

参照ページ 

U モコン操作範囲からがれている。 

本体の U モコン受光部か5日 m 政内、角度30° 

内の範囲で操作してください。 

32 

受光部に日光や照明(インバーター堂光巧やスト 
□ボライトなど)び当たっている。 

照明、または本体の向さを変えてください。 

— 

乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

31 


巧部機器びリモコンで操作でをない 


原因 

対策 

参照ページ 

操作する機器び選ばれていなし、。 

U モコンの入力選択キーを巧して、操作したい機 
器を選んでください。 

4已 

U モコンコードび正しく設定されていない。 

U モコンコードを設定しなおすか、同じ;一力一 
のコー ドの中か5別のコードを設定してくださ 
い。 

84 

U モコンコードを正しく設定しても、^一力一ま 
たは機器によつては操作でさない場含びあ0ま 
す。 

鲁機器に付属している U モコンをご使用くださ 
い。 



メニコ 

—の操作中に力ーソルキーの操作がでまない 

原因 

対策 

参照ページ 

入力選おキーを押してしまった。 

YSP キーを]回巧して<ださい。 

38 
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技術/用語解説 


5.1 チヤンネル 

もともと映画館で臨場感のある音響効果を再現する 
ために開発されたサラウンド-システムです。前ち 
に 3ch (左、ものステレオ 2ch+ セ U フ用センター 
Ich)、 後ちに 2ch (サラウンド効果)、さらに超ほ 
音を出すための LFE(n- • フ U クエンシー•エ 
フエクト）と呼ばれるチヤンネルび用意されていま 
す。 LFE はほ音域専用で帯域び狭く、独立した音源 
には成り得ないことから ro.lch」 とカウントされて 
いまず。 


AAC (アドバジスト • 才ーデイオ • コーデイ 
ング） 

デジタル圧縮音声フォーマットの1つでず。主に曰 
本の BS/i 也上デジタル放送で採用されています。モ 
ノラル音声から最大で7チャンネル音声までを効率 
良く圧縮して記録-伝送でさます。圧縮動画規格で 
ある MPEG-2 の中で策定されています。 


DTS (デジタル • シアター • システムズ） 

DTS 社び開発したデジタル-サラウンド-フォー 
マット(音声圧縮巧術)で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタルよりちほい圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 .Ich ヴウン 
ドび再生でさるといわれています。 


DTS Neo :巨 

DTS 社び開発した、 2ch ソースを日 ch 化してサラウ 
ンド再生ずる技術です。再生するソースに合わせ 
て、映画用の Neo :己 Cinema モードと音楽用の 
Neo : 6 Music モードび用意されています。 


LFE • フリクエンシー • エフェクト） 

ドルビーデジタル、 DTS などのデジタル•サラウン 
ド-システムでは、通常の巳 ch (フル帯域)し分外に、 
低域の効果音のみを出力する LFE チャンネルび用意 
されています。 20Hz 〜120 Hz の帯域の重ほ音を 
補助的に加えることで、迫力や U アル感び加わりま 
す。 LFE はほ音域専用で帯域び狭<、独立した音源 
には成り得ないことから ro.lch」 とカウントされて 
います。 


MPEG 

ISO 江業の標準化を図る国際機関）と IEC 價気•通 
信などの標準化を図る国際機関)び共同で標準化し 
た「動画」および「音声」にかかわるデジタル圧縮規格 
の名称です。 

MPEG には、 MPEG し MPEG2、MPEG4 の3つ 
の規格びありまず。 MPEG 1の画質は VHS ビデオ並 
みで、ビデオ CD などで利用されていまず。 

MPEG2 の画質は 5-VH5 ビデオ並みで' DVD ビデ 
才などで利用されています。 


PCM (パルス •コー ド•モジ ユレーシヨ ジ） 

アナログ信号をデジタル信号に変換する代表的なち 
式です。 PCM は非常に短く区切った単位時間あた 
りの信号レベルを符号化（コード化）します。 MP3 
形式や ATRAC 形式のよラな圧縮処理を用いないこ 
とから、 U ニア PCM とち呼ばれていまず。 CD や 
DVD オーディオの録音ち式などに採用されていま 
す。 


SRS TruBass 

SRS 社び開発した、ルさなスピーカーでほ音を再生 
する技術です。原音に含まれる異なる周波数の信号 
を利用して差成分を作り出し、その差成分で脳にほ 
音を感じさせるようにしています。 


音場 

空間び持つ固有の音の響さのことです。音場を形成 
する要素には、音源から直接耳に届く直接音、音の 
明瞭度や音量を増大させる初期反射音、美しいホ韻 
や難を与える後部残響音の3要素びあります。 


シネマ DSP 

世界中の著名なコンサートホールや劇場などの音の 
響さを実際に測って作成したデータと各種サラウン 
ドデコーダーをかけ合わせ、ヤマノ V独自の技術でを 
み出された音場プログラムの総称です。映画館や劇 
場と環境び異なる一般家庭でち、映画や音楽びより 
臨場感をもって楽しめるように設計されています。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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巧術/用語解説 


ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト1」ーズ社び開発したデジタル■サ 
ラウンド.フォーマツト(音声圧縮技術)で 、 DVD 
の標準音声形式のひとつとなっています。フォー 
マツトとしては Ich から已 . Ich まで用意されていま 
すび、一般的には前ち 3 ch 、 後ち 2 ch 、 LFE (做或 
効果音) 0.1 ch の已 .1 ch でサラウンドを構成しま 
す。各チヤンネルび独立した信号で録音されている 
ため、非常に明瞭な音声で再生することびでをま 
す。 


ドルビープロロジック 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、ステレオ信 
号をサラウンド再生するためのアナ□グ技術です。 
ドルビーサラウンドエ ンコー ドされている 2 ch ソー 
スを、前ち 3 ch と後ち Ich (モノラル)の 4 ch でサラ 
ウンド再生します。 


ドルビープロロジック II 

ドルビープ□ロジックの上位規格で、ステレオ信号 
を已 . Ich で再をずるための技術でず。後方のサラウ 
ンド ch はステレオ化されているのと同時に、周波数 
特性びフル帯域化されています。再生するソースに 
合わせて、映画用の Movie モードと音楽用の Music 
モード、ゲーム用の Game モードの3つび用意され 
ていまず。 
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主な仕様 


アンプ部 

実巧最大出力に IAJ ) 

.2 W り kHz ,]0% THD ,4 n ) x 40 個 

+ 20 W り OOHz ,] Oo / oTHD ,3 n ) x 2 個 


スピーカー部 

ルロ径スピーカー 

.4 cm コーン防磁型 X 4 □個 

ウーファー .] 0 cm コーン防磁型 X 2 個 


入力端子 

オーディオ入力（ビデオ、テレビ/チューナー) 
(1 V /32 kQ ). 2組(アナ□グ音声) 

光デジタル入力 （ DVD 、 テレビ/チューナー） 
. 2個(デジタル音声) 

同軸デジタル入力 ( AUX ) 
.] 個(デジタル音声) 

ビデオ入力（ビデオ、 DVD / AUX 、 チューナー） 
. 3個（コンポジット映像) 

コンポーネントビデオ入力 （ DVD / AUX 、 
チューナー) . 2組（コンポーネント映像) 


出力端子 

サブウーファー (1 .已 V /120 Hz じ(下） .....] 個 

ビデオ出力 （1 Vp - p /7 已 0) 
.] 個（コンポジット映像) 

コンポーネントビデオ出力 

け'' ] Vp - p /7 已0、 Pb / Pr : □'已 Vp - p /7 已 n ) 

.] 組（コンポーネント映像) 


システム接続端子 

OPTIMIZER M に .] 個(マイク入力) 

RS -232 C .] 個（システム設定用) 

REMOTE IN .] 個（システム設定用) 

旧 - OUT .] 個（システム設定用) 


総合 

電源電圧 . AC 100 V 、 已0/巨 OHz 

消費電力 .50 W 

待機時消費電力 .0.1 WL ソ下 

寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

. 1 030 x 1 94 x 1] 8 mm 

質量 . 1 3.0 kg 


仕様、および外観は、改良のため予告なく 
変更することびあります。 


本機は 「 J 侶 C 日1000-3-2」適合品です。 

JIS C 日1 000-3 -吕適合品とは、日本工業規格「電磁両 
立性第 3- 2部：限度値一高調波電流発を限度値（け目当 
たりの入力電'流び 20 Ali (下の機器)」に基づさ、商用電 
力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造 
した製品です。 


本機について 


設置.接続ずる 


準備ずる 


設定ずる 


基本操作 


応用操作 
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索引 


A-Z 

AAC . 

DTS . 

DTS Neo :6. 

DUAL . 

PCM . 

TruBass . 

ァ巧 

オプティマイヴーマイク… 
音量モード . 

力巧 

簡易マイクスタンド . 

ケーブル押さえ . 

固定テープ . 

サ行 

サラウンドモード . 

自動設定 . 

シネマ DSP . 

手動設定 . 

詳細設定 . 

ステレオピンケーブル ....... 

ス I 」ープタイマー . 


夕巧 

ダイナ S ックレンジ . 74 

デジタル音声ピンケーブル . 28 

テスト!ン . 82 

テレビ音量一定モード . 已7 

テレビマクロ . 87 

電源コード . 30 

ドルビーデジタル . 已] 

ドルビープ□□ジック . 已] 

ドルビープ□□ジック II . 已] 

ナ巧 

ナイト I 」スニングモード . 已7 

ハ行 

ビームモード . 48 

光ファイバーケーブル . 23 

ビデオ用ピンケーブル . 23 

フ□ントパネルディスプレイ . 14 

マ行 

メニュー . 34 

メモ U -. 42 

ラ行 

リモコン . 16 

U モコンコード . 89 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ；ホットラインサービスネットワークは、本機をホ 7 をく、安むしてご愛巧いただくためのものでず。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ八 AV 製品の機能や取り扱いに関するお Pd いちわせ 

■ ヤ7八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お宮様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりまずので、ご参考 
にしてください。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ お客様ご相談センター 

(を国共通） 査 S ® 0570-01-1808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけ < ださい。 

TEL(053)460-3409 

FAX (053)460-3459 
干 430-86 已〇静岡県お松市中 ミ 尺町 1 0-1 

受付曰：月〜±曜日（祝日およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：10:00〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関するおいをわせ 

■ ヤマ八電気音響製品修理受付センター 

(を国共通） SS ® 0己 70-01 吕-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

FAX (0 己 3) 463-1 127 

受付曰：月〜±曜日禍曰およびセンターの休業日を除く） 

受付時間：月〜金曜曰 目:日日〜1 9:00 ±曜曰 日:日〇〜 17:30 

修理お持ち込み窓口 

受付曰：月〜金曜曰（祝日および弊社の休業日を除く） 

受付時間： 日:日日〜 17:4已 

化海道 〒〇巨 4-8543 札幌市中央区南1〇条西1 T 目1 -50 
ヤマ八センター内 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圍〒1 43-0006 東京都大田区平和島 2T 目1 - 1 
京浜トラックターミナル内] 4号棟 A - 已 F 
FAX (03) 已 762-2] 2已 

おお 干43己-001巨お松市和田町200ヤマ； U 微和田エ堤内 
FAX (053)462-9244 

を古屋 干4日 4-0 □已8名古屋巿中川区玉川町 2T 目 1-2 
ヤマ八(株)名ち屋倉庫 3F 
FAX (0 已 2)6 已 2-0043 

大阪 〒已巨 4-00 已2吹田市広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング2 F 
FAX (0 巨)巨330-已已3已 

九州 干81 2-8508 福岡巿博多区博を駅前 2T 目]1 -4 
FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ f 呆証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる堤合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正窜に修復ずるための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれていまず。 

部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯ずる 

部材等を含む場合ちありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する堤合の費巧です。 

別途、駐車料金をいただく場含びあります。 

♦ 補修用性能部品の最ほ保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。補修巧 
性能部品とは、その製品の礫能を維持するために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせください。 
&品番、製造番号は製品の背面ちしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理巧能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので 、王ージン 
グの差による音色の違いび出る場をびあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記養照)び使 
用されていまず。摩耗部品の劣化の進行度含は使巧環境や使用時間 
等によって大さく異なります。 

本機を末永 < 安定してご愛巧いただくためには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ • リレー類、接続端テ、ランスベルト、 

ピンチ□—ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご硬用いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 

ホ年ご使用の製品の点検を！ 


こんな症状はありませんか？ 

1 J • 電源コード•プラグび異常に熱い。 

\ゾ ♦ ]ゲくさい臭いびずる。 

^ "V ♦ 電源コードに課いキズか変あびある。 

愛情点検 ♦製品に触れるとピリヒリと電気を感じる。 

♦ 電源を入れても正常に作動しない。 
♦その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してぐださい。 


事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点が修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


わマ八株式舍社 

干430 -86 己0お松巿中;尺町1日-1 
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戀 YAMAHA 

YSP-1 000 簡易接続-操作ガイド 


この簡易接続-操作ガイドは、テレビや DVD プレーヤーを接続して YSP -1 000のサラウンドサウ 
ンドを楽しむまでの手順を説明しています。詳しい内容については取扱説明書をご覧ください。 


YSP-1000 を設置ずる 


YSP-1 000の設置場所を決定します。 

本機は下図のよラに音声をビーム化して出力します(矢印はビーム化した音声とさビームの経路を表しています)。効果的な 
サラウンド感を得るために、ビームの経路と家具などの障害物び重ならない場所に本機を設置してください。 

本機を壁と並巧に、リスニングルームの中央に設置 本機をリスニングルームのコーナーに設置した場合 

した場合のイメージ図です。 のイメージ図です。隣接する壁との角度が40。〜 

ぉ目はどの區ミの 50°の間(しおさまるよつ I し設置してぐたさい。 


费具などの障害物 



YSP-1 000をテレビの上または下に設置します。 

下図の設置例を参考にして本機を設置してください。設置の詳細については取扱説明書20〜21ページをご覧ください。 

本おは落下防止のため、固定テープで確実に固定して<ださい(取巧説明書21ぺージ)。 


本機をテレビの上に設置できるタイプのラックを使 
用して、下図のようにテレビの上に設置します。 
地震などの振動やお子様の接触などで本機が落下し 
ないように設置してください。 


本機を内部に収納できるタイプのラックを使用し 
て、下図のようにテレビの下に設置します。 

床か5離れた高さに本機を設置すると、より効果の 
なサラウンド感を得られます。 






^ / u u V 
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1 

=1 
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テレビや DVD プレーヤーなどを接続ずる 


YSP-1 000をテレビや DVD プレーヤーなどに接続します。 

下図の接続例を参考にして本機をテレビや DVD プレーヤーなどに接続してください。サブウーファーを接続すると、よりダイナ5ックなな音を楽しめまず。 
接続の詳細や他機器との接続につしては取扱説明書22〜30ページをご覧ください。 


DVD プ レーャー 



テレビ 

•k — 


n 


接続ケーブル 

(下の順番で接続してください。②は a または b のどちらか1つを使用してください。 
DVD プレーヤーにコンポーネントビデオ出力端子びある場合は、② b のケーブルを使用し 
て接続することをおすすめします。 

①光ファイバーケーブル(付属） 


② a ビデオ用ピンケーブル 

( Db コンポーネントビデオケーブル 

光ファイバーケーブル(光デジタル接続ちする場合） 

ステレオピンケーブル(付属） 

ビデオ用ピンケーブル(付属） 

コンポーネントビデオケーブル（コンポーネント接続ちする場合） 
サブウーファー用ピンケーブル(サブウーファーを接続する場合） 
⑥電源コード(付属） 

《この接続例では、付属のデジタル音声ピンケーブル(程)は使用しません。 



か-ヒント 

サブウーファー接続をは、サブウーファーの電 
源をオンにした状態で自動設定を行ラ(裏面） 

か、詳細設定の「バス出力」を「サブウーファー」 
に設定してください(取扱説明書73ページ)。 


AC100V 
コンセントへ 


YSP-1 000を自動設定ずる 


オプティマイザーマイクを YSP-1 000に接続し、設置します。 

本機では付属のオプテイマイヴーマイクを使用することにより、ちチヤンネルの設定を自動的に調節できます。下図を参考にしてマイクを接続-設置してください。 


オプティマイザーマイクを本機の 0 PTIM に ER M に端子に接続します。 



簡易マイクスタンド(付属) 


マイクスタンドは自動設定で使用すると便利です。 

左図のように組み立て、オプティマイヴーマイクを上に置い 
て使用します。 


マイクを実際に視聴する位置に設置します。付属のマイクスタンド让図）などを利用して、できるだけ視聴時のちの高さとなる位置に設置 


して < ださい。 



マイク 




上下 
Im じ1内 


ソフアー 



マイク は本機から2 mLi (上離し、本機の中む線上に設置して 
ください。また、本機から上下 Imiil 内の位置に設置してく 
ださい。 

ソファーの背もたれなど、マイクと壁の間に障害物びある場 
合には、障害物を移動したり、マイクをより高い場所に設置 
してください。壁に接している家具は壁と見なしますので障 
害物ではありません。 


マイクの設置び完了した5、本機を自動 
設定します。裏面へお進みください。 


裏面へ ■ 
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【表面から 丫 SP -1000 を自動設定し、最適な視聴空間をつくります。 


のつづさ > 


接続-設置したオプテイマイヴーマイクを使用して U スニングルームの環境などを測定し、各チヤンネルの設定を自動的に調節しまず。 

測定中は大きなテスト音び出力されまず。ルさなおモ様びお部圍こいる場合やお部屋に入ってくる可能性びある場合は、自動設定機能を使用しないでください。 


〇 


■ J モコンの電源キー 
を巧す 

本機の電源び ON になります。 

サブウーファーを接続している場合 
は、ヴブウーファーの電源を入れて、 
音量を半分よりやや大さめか日やや 
ルさめ(ち図の位置)に設定してくだ 
さい。 

サブウーファーにク□スオーバー/ 
八イカット周波数の調節機能びある 
場合は、ち図のようにク□スオー 
バー/八イカット周波数を最大に設 
定してください。 




サブウーファー 


e ム I ▽キーを巧して 
頂目を選択し、く/> 

キーで内容を選ぶ 

設置位置 . 壁/コーナ ー 

壁： 本機を壁に巧して平行に設置している場合に選択します。 

コーナ ー: 本機を壁に巧して斜めに設置している場合に選択します。 

壁かけ設置 . いいえ/はい 

いいえ： 本機をラックなどに置いてご利用の場合に選択します。 
はい： 本機を壁に掛けてご利用の場合に選択します。 

部屋の響き . 標準/大 

標準; 一般的なお部屋の場合に選択します。 

大: 壁びコンクリートででさているなど音び響くお部屋の場合に選択しまず。 



@ テレビの電源を入れる 

© テレビの映像入力切替を操作して、 
YSP -1 000の映像に切り替える 


0 還択が鞭わった6、な下のことをお認する 

• 測定中はお部屋のがに出ることをおすすめします。お部屋の中に 
残る場合はビーム経路に重ならない位置(本機の真横か日後方)へ 
移動し、大さな声や音を出さないよラにしてください。 

• 測定中に自動設定を中止したい場合は、戻るキーを巧してください。 

• 測定開始か日完了まで約3分かかります。 


〇 メニューキーを巧して、 YSP -1000 
のメニユーを表示させる 

テレビにメニュー画面び表示されます。メニューび表示されない場 
合は、表面接続例の「⑥ビデオ用ピンケーブル」び正しく接続され 
ているか確認し、 YSP キーを巧してか日再度メニューキーを巧して 
ください。 




む- 


一"メモリー 


.自動設定 


•翊設定 


■註艦ち 


[ A]/W : 飄 
[細：納 

_ d 


0 六/▽キーを巧して r 自動設定 J を 
選択し、決定キーを巧す 

テレビに下の画面び表示されます。 


© 決定キーを巧して、測定を開始する 

テレビに下のよラな画面び表示されます。 



測定中の項目に従って、画面び自動的に切り替わります。 

画面にエラーメッセージび表示された場合は「エラーメッセージにつ 
いて」（取扱説明書 41 ページ)を参照して問題を解決してください。 
その後、戻るキーを巧して手順已から再度設定してください。 

測定び完了すると、下のよラな画面び表示されます。 

《本機の設置位置やサブウーファー 
の有無などにより、結果表示画面 
は異なります。 


結!表示 

ピームモード： 5 ビーム 
サブウ-ファ-:ち 


[游]:齡ずる 
[民る】：齡しない 



© 矢 EP び「ビーム調整+音質調整 J に 
あることを確認し、決定キーを巧ず 

テレビに下の画面び表示されます。 



® 決定 キーを 巧す 

設定び完了し、下の画面び表示されます。 



の 


メニューキーを巧す 

テレビか b メニュー画面び消えます。 

測定結果は本機に記憶され、電源を 
切ってを初期設定値には戻りません。 
設定完了後はオプティマイヴーマイク 
を外し、保管してください D 



音声をサラウンドで楽しむ 


テレビや DVD の音声をサラウンドで楽しみます。 

テレビや DVD の機能または操作については、ご使用のテレビや DVD に付属している取扱説明書をご覧ください。 
本機の音量は一40祀程度に設定し、「手順4」で必要に応じて調節してください。 


テレビを視聴する 


DVD を再生する 


〇 テレビのリモコンで、見 
たいチヤンネルを選ぶ 


〇 テレビの映像入力切替を操作し 
て、 DVD の映像に切り替える 


0 本機のリモコンのテレ 
ビ キーを 巧す 

テレビの再生モードに切り替わります。 

I DVD ビデオ チューナーテレビ ■ 

ao _ Q_gJ 

ロロ ロ ロ 1 


© 本機のリモコンの DVD キーを 
巧してか6、 DVD を再生する 

DVD の再生モードに切り替わります。 

I DVD ビデオ チユ ーナー テレビ H 

嘴口 Q □ ■ 

え 入力1 入力吕 マクロ I 


0 テレビのスピーカーか6音声が聞こえる場合は、音声が聞こえ 
な < なるまでテレビの音量を下げる 

ご使用のテレビの U モコンを使って操作してください。 


〇 


リモコンの音量+/—キーを巧して、音量 
を調節する 



© 


リモコンの YSP キーを巧してか6、ビームモードキー（ステレオ) 
を押して、デジタル信号が本機に入力されているか確認する 

DVD ソフトの已 .1ch サラウンドデジタル信号や、テレビの BS/ 地上デジタル放送の信号を再生しているときは、 

フ□ントパネルディスプレイに Mm . AAC 、□□ DIGITAL のラちいずれかのインジケーターび点灯します。 
インジケーターび点灯しない場合は、本機と DV 日プレーヤー/テレビびデジタル接続されているか、または DVD 
プレーヤー/テレビ側のデジタ J レ出力設定びオンになつているかご確認ください。 


か-ヒント 

当社製のデモンストレーション DVD を使用ずると、 DVD プレーヤーから本機にデジタル信号び入力されているか確認するのに便利でず。 



0 リモコンの ビームモー ド キーを巧して、 

ビームモー ドを変更す る 

ビームモードを変更することにより、ステレオ再生か日已 .1 チヤンネルのマ 
ルチチヤンネル再生まで 5 種類の再生モードをお楽しみいただけます。 
ビームモードについては取扱説明書 48 〜已〇ページをご覧ください。 


ロロ ロロ 

5ビーム ST+3 ビーム 3ビーム 

CjJ llD i±j^ 

ステレオ ターヴット AAC 音青を至 < 

CZD CZD 

_音ま_ _巧面 音■モード 

〇〇〇 


YSP -1000 のサラウンドサウンドはお楽しみいただけましたか？リスニング環境をより詳細に 
設定したい場合は r 各メニューを個別に設定する」（取扱説明書巨4ページ〜）をご参照ください。 
























































